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平成22年度放課後子どもプラン推進事業費補助金実施要綱 新旧対照表 （案）  

改  正  案  現  行  

18文科生第587号  

雇児発第0330039号  

平成19年3月30日   

第一次改正19文科生第611号  

雇児発第0331024号  

平成20年3月31日   

第二次改正 20文科生第8119号  

雇児発第0331038号  

平成21年3月31日  

18文科生第587号  
雇児発第0330039号  

平成19年3月30日   

第一次改正19文科生第611号  

雇児発第0331024号  

平成20年3月31日   

第二次改正 20文科生第8119号  

雇児発第0331038号  

平成21年3月31   

第三次改正 21文科生第 ※ 号  

雇児発 ※ 第 ※ 号  

平成2 2年※月※目  

都道府県知事  

各 指定都市市長 殿  

中核市市長  

都道府＝県知事  

各 指定郡市市長 殿  

中核市市長  

文部科学省生涯学習政策局長  文部科学省生涯学習政策局長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

放課後子どもプラン推進事業の実施について   放課後子どもプラン推進事業の実施について   
（
鳩
選
一
の
）
 
 
 

子どもを取り巻く環境の変化、家庭や地或の子育て機能・教育力の低下が指摘され号中、  

放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所の確保を図る必要があることから、文部  

子どもを取り巻く環境の変化、家庭や地域の子育て機能・教育力の低下が指摘される中、  

放課後等の子どもたちの安全で健やかな活動場所の確保を図る必要があることから、文部  
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現  行  改  正  

する児童（特別支援学校の小学部の児童及び小学校4年生以上の児童）も加えることが  

できるものであること（以下「放課後児童」という。）。  

4 運  営   

本事業の運営は、次により行うものであること。  

（1）本事業の実施に当たっては、遊びを主として放課後児童の健全育成を図る者（以  

下「放課後児童指導員」という。）を配置し、放課後児童を受け入れるものである  

こと。  

（2）放課後児童指導員の選任に当たっては、児童福祉施設最低基準（昭和23年厚生  

省令第63号）第38条に規定する児童の遊びを指導する者の資格を有する者が望  

ましいこと。  

（3）本事業は、放課後児童の就学目数、地域の実情等を考慮し、年間250日以上開  

所すること。（ただし、平成21年度までは、牢畔国庫靖  

助の対象とする。）  

4 運  営   

本事業の運営は、次により行うものであること。   

（1）～（2）   

現行のとおり（略）  

（3）本事業は、放課後児童の就学目数、地域の実情等を考慮し、年間250日以上開   

所すること。ただし、利用者に対するニーズ調査を行った結果、実態として250   

日開設する必要がないクラブについては、特例として200日以上でも国庫補助の   

対象とする。  

また、開所時間については、1日平均3時間以上とすること。ただし、長期休暇   

期間などについては、子どもの活動状況や保護者の就労状況等により、原則として   

1日8時間以上開所すること。  

（4）  

現行のとおり（略）  

また、開所時間については、1日平均3時間以上とすること。ただし、長期休暇  

期間などについては、子どもの活動状況や保護者の就労状況等により、原則として   

1日8時間以上開所すること。  

（4）本事業は、小学校の余裕教室や小学校敷地内の専用施設のほか、児童館、保育所  

や団地の集会室などの社会資源を活用して実施すること。  

なお、同じ建物内で、別添1に基づく放課後子ども教室推進事業（以下、「放課  

後子ども教室推進事業」という。）など、すべての子どもを対象とした活動拠点（居  

場所）の提供を併せて行う場合には、放課後児童のために間仕切り等で区切られた  

専用スペース又は専用部屋を設け、生活の場としての機能が十分確保されるよう留  

意すること。  

（5）子どもの情緒の安定や事故防止を図る観点から、1クラブ当たりの放課後児童の人   

数が一定規模以上になった場合には、分割を行うなど適正な人数規模のクラブへの   

（5）子どもの情緒の安定や事故防止を図る観点から、1クラブ当たりの放課後児童の人   

数が一定規模以上になった場合には、分割を行うなど適正な人数規模のクラブへの  



改  正  案  現  行  

転換に努めること。（削除）  転換に努めること。（ただし、平成21年度までは、経過措置として1クラブ当た   

りの児童数が71人以上の場合も国庫補助の対象とする。）  

（6）本事業は、法第6条の2第2項及び児童福祉法施行令（昭和23年政令第7・4号）   

第1条の規定に基づき、利用する放課後児童の健全な育成が図られるよう、衛生及   

び安全が確保された設備を備える等により実施されなければならないものであり、   

その活動に要する遊具、図書及び児童の所持品を収納するためのロッカーの他、生   

活の場として必要なカー・ペット、畳等を備えること。  

（7）本事業の実施に当たっては、家庭や放課後子ども教室推進事業の担当者及び関係   

機関との連携を図ること。  

（8）本事業の実施に当たってlも子どもの様子の変化や小学校の下校時刻の変更など   

に十分対応できるよう、小学校の餓員との間で迅速な情報交換ができる体制を整   

備すること。  

（9）本事業の実施に当たっては、地掛こおける放課後児童の状況を的確に把握すると   

ともに、法第56条の6第2項の規定に基づき、本事業を行う他の者との相互連携、   

放課後児童及びその家庭からの相談等地域の実情に応じた積極的な支援を行うよう   

に努めなければならないこと。  

（10）本事業の実施に当たっては、本事業の加入申込み等に係る書類について、所定の   

様式を定め整備すること。  

（11）本事業の実施に当たっては、児童の安全管理、生活指導、遊びの指導等について、   

放課後児童指導員の計画的な研修を実施するものとし、また児童館に勤務する児童   

厚生員の研修礪果後子ども教室推進事業の担当者研修との連携を図ること。  

また、都道府県においても、同様に放課後児童指導員の計画的な研修を実施する   

こと。  

（12）市町村は、児童の保護者、児童委員、民間の児童健全育成ボランティア等の協力   

を得て本事業の支援に当たるものとすること。  

（13）市町村は、法第21条の10の規定に基づき、放課後児童の本事業の利用に関す   

る相談及び助言、地或の実情に応じた本事業の実施及び本事業を行う者との連携等  

（6）～（13）  

現行のとおり（略）  
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改  正  案  現  行  

により、放課後児童の本事業の利用の促進に努めなければならないこと。  

5 事業の内容   

現行のとおり（略）  

5 事業の内容   

本事業は、次の内容・機能を有するものとすること。  

（1）放課後児童の健康管理、情緒の安定の確保  

（2）出欠確認をはじめとする放課後児童の安全確認、活動中及び来所・帰宅時の安全  

確保  

（3）放課後児童の活動状況の把握  

（4）遊びの活動への意欲と態度の形成  

（5）遊びを通しての自主性、社会性、創造性を培うこと  

（6）連絡帳等を通じた家庭との日常的な連絡、情報交換の実施  

（7）鍬つ地域での遊びの環境づくりへの支援  

（8）その他放課後児童の健全育成上必、要な活動  

6 留意事項   

現行のとおり（略）  

6 留意事項  

（1）本事業は、その目的を異にするスポーツクラブや塾等、その他公共性に欠けるも  

のについては対象としないものであること。  

（2）本事業の実施主体は、政治的又は宗教上の組織に属さないものであること。  

7 費 用   

現行のとおり（略）  

7 費 用  

（1）国は、上記2～6の要件を満たした次の事業（放課後児童が10人以上に限る。  

ただし、開設目数が200～249日の場合は、放課後児童が20人以上に限る。）  

に対して、別に定めるところにより補助するものとする。  

① 市町村が実施する事業又は助成する事業に対して都道府県が補助する事業  

② 指定都市及び中核市が実施する事業又は助成する事業  

（2）市町村等は、本事業を実施するために必要な経費の一部を、保護者から徴収する  

ことができるものとする。   



現  行  改  正  案  

Ⅱ 放課後子ども環境整備事業（放課後児童クラブ未実施′ト学校区緊急解消等事業）  Ⅱ 放課後子ども環舜勤嗣事業（放課後児童クラブ未実施′」＼学校区緊急解消等事業）  

1趣  旨   

新たに放課後児童健全育成事業を実施するための施設（放課後児童クラブ）を設置す  

るため、既存の小学校の余裕教室等の改修等や必要な設備の整備などの環境整備を行う  

ことにより、放課後児童クラブの設置促進等を図ることを目的とする。  

1趣  旨   

新たに放課後児童健全育成事業を実施するための施設（放課後児童クラブ）を設置す  

るため、既存の小学校の余裕教室等の改修等や必、要な設備の整備などの環境整備を行う  

ことにより、放課後児童クラブの設置促進等を図ることを目的とする。  

2 実施主体   

本事業の実施主体は、市町村（特別区を含む。以下同じ。）、社会福祉法人その他の  

者とする。  

2 実施主体   

現行のとおり（略）  
l椚  

3 対象事業  

（1）放課後児童クラブ設置促進事業  

Ⅰに基づく放課後児童健全育成事業（以下、「放課後児童健全育成事業」という。）  

を新たに実施するための施設の設置に必要な、小学校の余裕教室等の既存施設の改  

修、設備の設置や修繕、備品の購入を行う事業⊃  

（2）放課後児童クラブ環境改善事業  

麺凄な、既初級  

の改修を伴わない設備の整備（備品の購入等）のみを行う事巣）  

3 対象事業  

（1）放責果後児童クラブ設置促進事業  

現行のとおり ㈲  

（2）放課後児童クラブ環境改善事業  

放課後児童健全育成事業を実施するために必要な、既存施設の改修を伴わない設   

備の整備（備品の購入等）のみを行う事業。  

（3）放課後児童クラブ障害児受入促進事業  

現行のとおり（略）  

（3）放課後児童クラブ障害児受入促進事業  

既存の放課後児童陸全育成事業を実施する施設において、障害児を受↓ナ入れるた   

めに必要な改修、設備の設置や修繕、備品の隠入を行う事業。  

4 対象事業の制限  

（1）他の国庫補助を受ける場合は、本事業の対象とはならないこと。  

4 対象事業の制限  

（1）他の国庫補助を受ける蓼合は、本事業の対象とはならないこと。  
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改  正  案  現  行  

（2）既存の事業実施施設の破損や老朽化等に伴う改修や修繕は、本事業の対象とはな   

らないこと。  

（3）3の（1）及び（2）の事業については、1施設につき1回限りとすること。た   

だし、   

Z 既存の放課後児童クラブを分割して、適正な人数規模のクラブとして実施する  

場合   イ＋岬塊行   
令明   

大臣が別に定める期間を経過し七執瀞頂漸   

二＿．．・∵二⊥⊥．†三上；＿＿⊥二二⊥土⊥出せ吐」虹三＿三⊥」遥蛙1二二j⊥LLニ曇」⊥止1上． 

的な設備の整備（備品の購入等）  

（2）既存の事業実施施設の破損や老朽化等に伴う改修倒須善は、本事業の対象とはな   

らないこと。  

（3）3の（1）及び（2）の事業については、1施設につき1回限りとすること。た   

だし、既存の放課後児童クラブを分割して、適正な人数規模のクラブとして実施す   

る場合には、この限りでないこと。  

については、  この限りでないこと。   

また、対象施設は、当該年度中または翌年度4月1日に事業を実施するもののみ   

であること。  

（4）3の（3）の事業については、受け入れる障害児の障害の種類や程度等によって   

は、同一施設において複数回、実施することも可能であること。   

また、対象施設は、当該年度中又は翌年度に障害児の受入を予定しているものの   

みであること。  

また、対象施設は、当該年度中または翌年度4月1日に事業を実施するもののみ   

であること。  

（4）3の（3）の事業については、受け入れる障害児の障害の種類や程度等によって   

は、同一施設において複数回、実施することも可能であること。  

また、対象施設は、当該年度中又は翌年度に障害児の受入を予定しているものの   

みであること。  

5 費 用   

現行のとおり（略）  

5 費 用   

国は、次の事業に対して、別に定めるところにより補助するものとする。  

（1）市町村が実施する事業又は助成する事業に対して都道府県が補助する事業  

（2）指定都市及び中核市が実施する事業又は助成する事業   



現  行  改  正  案   

Ⅲ 放課後児童クラブ支援事業  Ⅲ 放課後児童クラブ支援事業  

1趣  旨   

放課後児勤陸全育成事業を実施するための施設（放課後児童クラブ）〈のボランティ  

アの派遣や放課後児童指導員の健康診断、障害児受入のための指導員の確保等を行うこ  

とにより、放課後児童クラブの円滑な事業実施に資するとともに、放課後子どもプラン  

の推進を図ることを目的とする。  

1趣  旨   

現行のとおり（略）  

2 実施主体   

本事業の実施主体は、市町村（特別区を含む。以下同じ。）等とする。  

2 実施主体   

現行のとおり（略）  

3 事業内容   

実施主体は、次の何れかの事業を実施するものとする。  

（1）ボランティア派遣事業  

児童が地域の様々な人々と関わり合うことは、児童の成長・発達において重要で  

あることから、市町村が、伝統的技術や自然体験の技術などを持つボランティアの  

登録名簿を作成し、以下のEト④の何れかの事業を実施するために放課後児童クラ  

ブへ派遣する。  

① 伝承遊び等事業  

お手玉、けん玉、あやとり、民謡、太鼓、囲碁、将其、カルタ遊び、工作、折  

り紙などの遊びの指導を実施する事業。  

② 自然等体験事業  

田植え、畑づくり、地域のお祭りへの参加、草木や野鳥や昆虫などの自然観察  

などの体験活動を実施する事業⊃  

③ 巡回派遣事業  

障害児と健常児の関わり合いなど、放課後児童クラブを行うに当たって配慮が  

3 事業内容   

実施主体は、次の†可れかの事業を実施するものとする。  

（1）ボランティア派量事業  

現行のとおり（田討  
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改  正  現  行  

必要な児童への生活指導等を行う放課後児童指導員に対する援助を実施する  

事巣  

（彰 長期休暇派遣事業  

長期休暇期間において、利用時間が長くなることや一時的に利用する児童の増  

加などに配慮して生活指導等を行う放課後児童指導員に対する援助を実施す  

る事巣  

（2）放課後子どもプラン実施支援等事業  

放課後児童クラブ未実施市町村に取組を促し、放課後子どもプランの円滑な策  

定・実施が図られるよう、以下の①～（萱）の事業を実施する。  

① 人材確保のための研修等  

新たに擬脚受講者の名  

簿への掲載・登録、他自治体で実施しているクラブの見学・実習の実施  

② 地区別運営委員会の設置・開催   

各小柳情動内容等を検討   

する運営委員会の設置・開催  

③ 広報啓発  

「放課後子どもプラン」の実施に向けたリーフレットの作成などの広幸臨旨動  

④ その他  

その他「放課後子どもプラン」の推進に資する取組  

追⊥放課後児童の衛生・安全対策事業  

感染症尾患等の有無を発見するため、民営の放課後児童クラブに従事する放課後   

児童指導員に対する健寮診断を行う。  

し史＿障害児受入推進事業  

放課後児童クラブにおける障害児の受入れを推進するため、以下のEト③の何れ   

かの方法により、障害児を受け入れるクラブにおいて、専門的知識等を有する指導   

員を配置する。   

① 市町村が専門的知識等を有する指導員を直接雇用し、放課後児童クラブに派遣   

L星⊥放課後児童の衛生・安全対策事業  

感染症篠患等の有無を発見するため、民営の放課後児童クラブに従事する放課後  

児童指導員に対する健廉診断を行う。  

Lむ＿＿障害児受入推進事業  

放課後児童クラブにおける障害児の受入れを推進するため、以下の丑～③の何れ  

かの方法により、障害児を受け入れるクラブにおいて、専門的知識等を有する指導  

員を配置する。  

① 市町村が専門的知識等を有する指導員を直接雇用し、放課後児童クラブに派遣  
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して配置  

② 放課後児童クラブが専門的知識等を有する指導員を雇用して配置し、当該費用   

を市町村が委託費として支出  

③ 放課後児童クラブが雇用した指導員について、市町村が一定期間内に必要な研  

修を受講させる、又は個々の指導員が有する経歴、資格等から専門的知識等を有  

すると市町村が認めた上で配置し、当該費用を市町村が助成（補助）  

して配置  

② 放課後児童クラブが専門的知識等を有する指導員を雇用して配置し、当該費用   

を市町村が委託費として支出  

③ 放課後児童クラブが雇用した指導員について、市町村が一定期間内に必要な研  

修を受講させる、又は個々の指導員が有する経歴、資格等から専門的知識等を有   

すると市町村が認めた上で配置し、当該費用を市町村が助成（補助）  

4 留意事項  

（1）3の（1）の実施に当たって同じ小学校で放課後児童クラブと別添1に基づく放  

課後子ども教室推進事業を実施する場合は、ボランティアの効果的な活用を図るこ  

と。  

（2）3岨 
等を活用するなどして柔軟に実施すること。  

（3）3岨＿の実施に当たっては、都道府県等が実施するⅣに基づく放課後児童指  

導員等資質向上事業を十分に活用するなどして、障露児対応を行う指導員の研修の  

機会を確保し、専門的知識や技術等の習得に努め、障害児の受入れの推進を図るこ  

と。  

4 留意事項  

（1）3の（1）の実施に当たって同じ小学校で放課後児童クラブと別添1に基づく放  

課後子ども教室推進事業を実施する場合は、ボランティアの効果的な活用を図るこ  

と。  

（2）3咄⊥の実施に当たっては、感染症等にかかる健康診断について既存の制度  

等を活用するなどして柔軟に実施すること。．  

（3）3岨の実施に当たっては、都道府県等が実施するⅣに基づく放課後児童指  

導員等資質向上事業を十分に活用するなどして、障害児対応を行う指導員の研修の  

機会を確保し、専門的知識や技術等の習得に努め、障害児の受入れの推進を図るこ  

と。  

5 費 用   

国は、次の事業に対して、別に定めるところにより補助するものとする。  

（1）椰寸が実施する事業又は助成する事業（3処⊥に限る。）に対して都道府  

県が補助する事業  

（2）指定郡市及び中核市が実施する事業又は助成する事業（3の」ALに限る。）  

5 費 用   

国は、次の事業に対して、別に定めるところにより補助するものとする。  

（1）市町村が実施する事業又は助成する事業（3廻⊥に限る。）に対して都道府  
県が補助する事業  

（2）指定都市及び中核市が実施する事業又は助成する事業（3の（3）に限る。）  

峯‘■㌧■一rご■チ定 
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改  正  案  現  行  

Ⅳ 放課後児童指導員等資質向上事業  Ⅳ 放課後児童指導員等資質向上事業  

現行のとおり（略）  1趣  旨   

放課後児童指導員等に対して必要な知識及び技術の習得のための研修を行うことに   

より、指導員等の資質の向上及び放課後子どもプランの円滑な実施を図ることを目的と  

する。  

2 実施主体   

本事業の実施主体は、都道府県、指定都市及び中核市とする。   

ただし、事業の全部又は一部について事業を実施するのに適した社会福祉法人、財団  

法人及び特定非営利活動法人等に委託することができるものとする。  

3 研修対濠者  

（1）Ⅰに基づく放課後児童健全育成事業を実施するための施設（放課後児童クラブ）に   

従事する放課後児童指導員及び放課後児童クラブの活動に関わるボランティアなど  

（2）別添1に基づく放課後子ども教室推進事業（以下「放課後子ども教室准進事業」と   

いう。）の担当者及び事業が円滑に運営されるためにこれらの者と連携・協力を行う   

学校の教職員など  

4 事業内容   

児童の安全管理、生活指導、遊びの指導及び障害児など特に配慮が必要な児童に対す   

る指導技術に関する研修、並びに放課後子どもプランの円滑な実施や実施に当たっての   

留意点等に関する研修を実施するものとする。  

5 留意事項  

（1）放課後子ども教室推進事業の担当者に対する研修を併せて実施する場合には、放課   
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後子ども教室推進事業及び放課後児童クラブそれぞれの担当者又は指導員等が両研   

修を相互に受講できるよう連携を図るとともに、両研修内容の整合性や日程等にも配   

慮すること。  

（2）放課後児童クラブにおける障喜児の受入れを推進し、適切な対応を図るため、研修   

内容に必要な知識の習得や実践的な指導技術に関する援助方法を盛り込むなど、障害   

児対応指導員の資質の向上に努めること。  

6 費 用   

都道府県、指定都市及び中核市が実施する事業に対して、国は別に定めるところによ   

り補助するものとする。   



平成22年度放課後子どもプラン推進事業費補助金交付要綱 新旧対照表 （案）  

現  行  改  正  案  

1 8 文 科 生 第 5 8 6 号  
厚生労働省発雇児第0330019号  

平 成 1 9 年 3 月 3 0 日   

第一次改正  1 9 文 科 生 第 6 3 2 号  
厚生労働省発雇児第0331004号  
平 成 2 0 年 3 月 3 1 日   

第二次改正  2 0 文 科 生 第 8 11 8 号  
厚生労働省発雇児第0331022号  

平 成 2 1 年 3 月 3 1 日   

1 8 文 科 生 第 5 8 6 号  
厚生労働省発雇児第0330019号  

平 成 1 9 年 3 月 3 0 日   

第一次改正  1 9 文 科 生 第 6 3 2 号  
厚生労働省発雇児第0331004号  
平 成 2 0 年 3 月 3 1 日   

第二次改正  2 0 文 科 生 第 8 11 8 号  
厚生労働省発雇児第0331022号  
平 成 2 1 年 3 月 3 1 日  

・
 
 

第三次改正   

都道府県知事  

各 指定都市市長 殿  

中核市市長  

都道府県知事  

各 指定都市市長 殿  

中核市市長  

文部科学事務次官  文部科学事務次官  

厚生労働事務次官  
厚生労働事務次官  

放課後子どもプラン推進事業の国庫補助について  

子どもを取り巻く環境の変化、家庭や地域の子育て機能・教育力の低下が指摘される中、  

放課後等の子どもたちの安全で陸やかな活動場所の確保を図る必要があることから、文部  

放課後子どもプラン推進事業の国庫補助について   

（
鳩
茸
一
り
）
 
 
 

子どもを取り巻く環境の変化、家庭や地域の子育て機能・教育力の低下が指摘される中、  

放課後等の子どもたちの安全で健やかな活勤場所の確保を図る必要があることから、文部  
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改  正  案  現  行   

別 表  別 表  

事業  1   2   3   4  事業  6   2   3   4  

名   区分   基準額   対象経費  補助率  名   区分   基準額   対象経費  補助率  

放  放  1 放課後児童健全育成事業（放課後児  放課後児  1／3  放  放  1放課後児童健全育成事業（放課後児  放課後児  1／3  
課  童クラブ）費   童クラブ  課  童クラブ）費   童クラブ  
後  の運営に  後  の運営に  
児   
＿：亡こ   土亡  

（1）開設日数 250日以上  必要な経  児   
＿土こ   ．：亡】ニ  

（1）開設日数 250日以上  必要な経  
① 1クラブ（年間平均児童数10～19  費（飲食  

健  健   
①1クラブ（年間平均児童数10～19  費（飲食  

健  健   人）当たり年額   物費を除  人）当たり年額   
全  全   

物費を除  

太  
1，041，000円×か所数   く。）  全  全   

衷  
995，000円×か所数   く。）  

円   l弓   ② 1クラブ（年間平均児童数20～35  ② 1クラブ（年間平均児童数20～35  
人）当たり年額  日   人）当たり年額  

事  事   1，885，000円×か所数  事  事   1；630，000円×か所数  
業  業   ③ 1クラブ（年間平均児童数36～45  業  業   ③ 1クラブ（年間平均児童数36～70  
等  費   人）当たり年額  等  費   人）当たり年額  
等   3，026，000円×か所数  等   2，426，000円×か所数  

④1クラブ（年間平均児童数46～55  
人）当たり年額  
2，873，000円×か所数  
⑤1クラブ（年間平均児童数56～70  
人）当たり年額  
2，719，000円×か所数  
塑1クラブ（年間平均児童数71人以  ④1クラブ（年間平均児童数71人以  
上）当たり年額  上）当たり年額  
2，566，000円×か所数  3，222，000円×か所数  
塁 開設日数加算額（原則として1日  ⑤ 開設日数加算額（原則として1日  
8時間以上開所する場合）  8時間以上開所する場合）  
13，000円×251日～300日まで  13，000円×251日～300日まで  

の250日を超える日数  の250日を超える日数  
⑧長時間開設加算額  ⑥長時間開設加算額  
「ア）平日分（1日6時間を超え、かつ  「ア）平日分（1日6時間を超え、かつ  
18時を越えて開設する場合）  18時を越えて開設する場合）  
215，000円×「18時を越える時  202，000円×「18時を越える時  
間」の年間平均時間数  間」の年間平均時間数  

（イ）長期休暇等分（1日8時間を超え  （イ）長期休暇等分（1日8時間を超え  
て開設する場合）  て開設する場合）  
97，000円×「1日8時間を超え  91，000円×「1日8時間を超え  
る時間丁万年間平均時間数  る時間丁‾万年間平均時間数   

－
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改  正  案  現  行  

（2）特例分（開設日数200～249日）  （2）特例分（開設日数200～249日）  
①1クラブ（年間平均児童数20人以  ①1クラブ（年間平均児童数20人以  

上）当たり年額  上）当たり年額  

1，814，000円×か所数  1，651，000円×か所数  

② 長時間開設加算額（1日6時間を  ② 長時間開設加算額（1日6時間を  
超え、かつ18時を越えて開設する  超え、かつ18時を越えて開設する  

場合）  場合）  

215，000円×「18時を越える時  202，000円×「18時を越える時  
間」の年間平均時間数  間」の年間平均時間数  

2 放課後子ども環境整備事業費   放課後子  2 放課後子ども環境整備事業費   放課後子  

現行のとおり（略）   ども環境  （1）放課後児童クラブ設置促進事業  ども環境  

整備事業  1事業当たり 7，000，000円  
に必要な  （2）放課後児童クラブ環境改善事業  に必要な  

経費  1事業当たり 1，000，000円  
（3）放課後児童クラブ障害児受入促進  

事業  
1事業当たり 1，000，000円  

3 放課後児童クラブ支援事業費   放課後児  3 放課後児童クラブ支援事業費   放課後児  

（1）ボランティア派遣事業   童クラブ  （1）ボランティア派遣事業   童クラブ  

1事業当たり年額   支援事業  1事業当たり年額   支援事業  

463，000円×事業数   に必要な  454，000円×事業数   に必要な  

（削除）  経費  （2）放課後子どもプラン実施支援等事  

1市町村当たり年額750，000円  
（2）放課後児童等の衛生・安全対策事  （且）放課後児童等の衛生・安全対策事   

業  業  
1市町村当たり年額 584，000円  1市町村当たり年額 584，000円  

（3）障害児受入推進事業  （旦）障害児受入推進事業  

1クラブ当たり年額  1クラブ当たり年額  

1，472，000円×か所数  1，421，000円×か所数  

放資  
課質  

放資  

童指導員  
課質  童指導員  

後向   等資質向  後向   等資質向  
児上  950，000円   上事業に  児上  950，000円   上事業に  

童事  必要な経  童事  必要な経  

指業  費  指業  費  

導費  導費  

員  
等   員 等   

．＿－ －▲ ■＿ J■L   ニー空∴で二→一■－   



改  正  案   現  行   

別紙様式l、2   （咤）   
別紙様式し 2   （鴫）   

別衰1   （轄）   
別表1   （略）   

別凛2  

ト放課後子ども教主推進事稟専 （略）   
別表2  

ト：放諌後子ども教皇推進事業等 （幡）   

2．放尿撞児暮健全育成事業等   
2．放課後児壬健全育成事業等   

（1）覇遭府県分   
（り都il府県分   

・放抹後児暮指導■事責文向上事稟暮 現行のとおり（嶋）   
・放課後児t指導1事責巽向上事稟暮 （略）   

（2）指定書l市・中根市分   
（2）指定都市ヰ模市分   

・放扶後児t指導1事責賞向上事業t 現行のとおり（喝）   
・放課後児壬指導Å響賞t向上事業費 （咤）   

・書d槍Wtt全■慮■1●暮   
・壮Ⅱひ兜t■童■慮事霊■■   

事  岨ホ棚もE  
円  円  －  

…lクラブの山朗■之50日以上   円  円  
心兜t■lO－10人  かホ   

＝1”プの咽日t280日以上  

②児t■zo・－35人かホ  

α児▲■10－19人  か市  

l丑光一■20・－8ら人かホ  

r■＼l■■■11■＿一丁n▲  

盛兜t■71人－か断  

▲J■兜t●l全1鼠■■■  放け牡児t■全書慮●暮■  朗農8■加■かホB  

即■日■加事    か精  白   か蕎    ■蘭   

かホ■¶  

事■体Iロー分    かホ    ■Ⅶ  

・曇れ体■事分かホ｛蘭  

は）1クサブの欄位8■200－2◆9日  

（2）lクラブのH旦日■ヱ08－2▲OB  

心兜1●zo人－か薦  

l♪鸞t■20人－か靡  

タし■■l■l■l■  ……… ・1 

………… … 

敏江牡児1クラブ王け■暮1 
故…兜tク，7支出事1－   

㍉イ’1… －暮  
（3〉緻坪故策士の中量・℡全句暮一義下・書  

血■サー兜1の書生・安全闘暮▼■事・■  l† 円 R 

1†  R  円  R  円   かホ   
。  。  

歓Jt鷹1t全t慮事1  円  
■■■▼1●t＋●●1  

且け徽鷺1クラブ杜tセ暮事■  
1『  

円  
■慮■児tクラブ披t¢1事■  

・← －  円  ＝  

且正也子ども■墳丘暮●1  
■T兜t人中▲▼1  円  P】  

■tttヽ■■●■  
ボランサィ丁薫1事事  叩  円  

ボランティア篇■事1  円   
仙  放オー児tの中生・声量媚1▼1  円  
濃pt兜tの衛生・安全料t事嘉  円  t■鸞t人鞭▲■■  円   
■■策士入線■事1   円  

－
N
器
－
 
 
 



改  正  案   現  行   

相川川津帽  （3）ホ巾村分  

・■■■ttt●t■●■■■  
・∴  ■i■…… ・＝佃両 ■■■■■   －  

…叫 －  

・…‥ 酬．≡一三t；・棚・・濫－・か・ 

R R I 
▲－＝   

1覆■■tO－1■人少市   
王〉兄t■王○－15人か鴨   
J膿■■刑巨d鳳人＿か鳥   
A量▲t■吐出▲一と■  ＝  

一t▲一  ニ 

1童＝クラブの■■F■畑－2■08  

i慣■■紳人一州  

00膚   

■■■t■9ウナ1  
■■●t  

ぐ‖1クラブの■■P■～∽8り上   

一lⅦ▲■】○・り○人か轟   

D 
川▲■か祷人小■   
」l∃■1∫、川M  

8   

…， 

・1●■■■■■■■■   

ロロ■  

■暮■▼●▼nR■に■わtて．■t■人■●■p▼こと．  

・一一－一■一・・   山㌧ナーーニノヒノ∑峯．L一－．、∫独  ｝一 ご・三二｝まrj丘■■■、  

一l  



改  正  案   現  行   

別表3   別表3   
1．放課後子ども教室推進事業等 （略）  1．放課後子ども教室推進事業等 （略）  

2．放課後児童健全育成事業等  2，放課後児童健全育成事業等   
（1）都道府県分   現行のとおり（略）   （1）都道府県分  （略）   

（2）指定都市・中核市分  
①放課後児童指導員等資質向上事業現行のとおリ  （2）指定都市■中核市分  

（略）  ①放課後児童指導員等資質向上事業  （略）  
②放課後児童健全育成事業糞a～b現行のとおリ  ②放課後児童健全育成事業費a～b（略）  
（略）  

¢鴎眞補助事賽計画暮（児薫散旦皇こま主人・開放8数250日以上の放課後児暮クラブ）  c四年補助事業計画暮（児暮敷旦邑＝ヱ9人・開設日敷250日以上の放課後児暮クラブ）   

（埼）  （鴫）  

土偶庫補助事業什画暮（児薫数A邑＝j主人・開設8蝕250日以上の放課後児暮クラブ）  

（嶋）  

l四眞補助事兼計画書（児工数皇鼓ニ】坦人・開設日敷250日以上の放課後児玉クラブ）  

（咤）  

t四庫補助事大計画■（児1緻71人以上・開設日数250【】以上の放課後児tクラブ）  皇国庫補助事業計画暮（児王敷71人以上・開設巳数2508以上の放課後児量クラブ）   

（特）   （轄）   

i四曙橋助事♯計画暮（児暮敷20人以上・帥拉白敷200－249日の放課後児量クラブ）   皇国庫補助事業計画暮（児1敷20人以上・開設日敷200－2498の放抹後児童クラブ）   

開 設 状 況  児 童 数  ー 開 設 状 ≦男  児壬穀  

紺名放課後児Ⅰクラブ名年脚…  長時間   実駅名 放課後児鷺クラブ名 年咽設。散  暇剛一一3年相 計分割 開即Ⅶ ト。年。相 計   分割  
地面瓦  平日分   

日  時 一  時  人    人    人   日  時 一  時  人    人    人   
（  時 間）   （  時 W）   
長期休業日零   1期休業日響   
時 ～  時   時 一  時   
（   癌 Wl  （ ） （ ） （ ）   （   鵬巨IW l  （ ） （ ） （ ）   
日  時 ～  時  人    人    人   日  時 一  時  人    人    人   
（  時 価）   （   時 間）   
長期休業日讐   長期休業日等   
時 ～  時   時 一  時   
（   鮪 W）  （ ） （ ） （ ）   r   勝 Wl  （ ） （ ） （ ）   
日  時 一  時  人    人    人   日  時 ～  時  人    人    人   
（  時 間）   （  時 仰）   
最期休業日等   長期休業日等   
時 一  時   時 一  時   
（   膝l肌）  （ ） （ ） （ ）   一   膝 W）  （ ） （ ） （ ）  

人 人 人  人 人 人  
合計  クラブ  時Ⅶ  か所  合計  クラブ  時Ⅶ  か所  

（）（）（）  （）（）（）   

（注1）「長時間開設の平日分」構は、捜稟8におけるrlE】の帥放時間が6時間を絶えて、かつ18時を絶えて開設する蟻合」の年W平均時仰敷   （注1）「轟晴Ⅶ開設の平日分」鶴は、授業日における「1日の開設時Ⅶが6時Ⅶを超えて、かつ18時を越えて開設する場合jの年仰平均時間敷   
を記入すること。  を記入すること．  

（注2〉r児工数」1■の（）内は、陣書児数を内数で記入すること。   （注2）rエー暮敷」1外の（）内は、障書児数を内勤で記入すること。  
（注3）「分割JI鋼は、年度の途中にクラブを分割する（した）場合に○印を付し、分割前の放抹醜児玉クラブ名を記入すること。 （i手4＝‾力日計老に射するニーニru書lにおけるr』書魯降Idは1一■3の】1日lこつい丁魯件霹；iトl 

＿Tいる量▲今に（つ多t2入するこ′＿  
（注3）「分割」欄は、年度の途中にクラブを分割する（した）壌合に○印を付し、分割前の放課後児玉クラブ名を記入すること。   

1すべ丁の力l屡咽 

．二■二；i■1ii■・・－・【‡－：，  
ズl■讐lにおけふ「』書銭書（l斤1■馳）】鷹はク5∩∈＝刃トの蘭t9喜一kg寸■ふl片一散多IPl寸■ムニ⊥＿  
に余ける「 （捧5汀利用書に射寸‾ふニー （淳6）「力】照書に射ナるニーズIl書l月日■】痍壬（暮l禽）lI■は児雪駄のうちク5〔】日以トのl腋柑芥一点管すムl月曽軌の暮l含夢覿入寸‾るこ′．  

（拝フ）「射l用者に射寸‾るニーズl■書lは萬■r村に おいで5仕付俊吉するこ′＿  

－
N
“
器
－
 
 
 



改  正  案   現  行   

hl司」11■肋暮暮t＋石軒1■i鋭練稟（且～■のま†）   f 匡l廣一■蝕暮1暮壬†両暮】敷扶稟【A－8の量＋1   

実施か所数   篤か所数   
lれ投日数   開設日数   

加－   a b c d 呈 f 窟 且 完加評   8 b c d 笥憲 e  
か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所   日   か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所   日   

クラブ数   クラブ数   

帽日数加暮   か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所  か所   帽日数加書   か所 か所 か所 か所 か所  か所   

時間  時間  時間  時間  時間  時何  時聞  時間  時間   時間  時間  時間  時間  時間  時間  時㈲   

平8分  か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所   平日分  か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所   

掴醐 雨 時間 時間 時仰 時間 時何 時間  棚   掴酬 頂「両 時間 時間 時間  時間   

最期休暇分 か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所  か所   長期休暇分 か所 か所 か所 か所 か所  か所  

実施市町欄欄   児班     女皆プ   実篤市町村数     児  暮  数   
（注1）「開設日歓加暮対1日軌欄は、開設日数加算の対象となる日数の総数を妃入すること。   （注1）「開設日敷加算対象日数」梱は、開設日敷加暮の対象となる日数の総数を記入すること。   

（注2）「児暮数」欄の（）内は、ヰ育児数を内数で記入すること．   （注2）「児暮敷」欄の（）内は、障害児数を内放で記入すること。  

ー ．  ．．▲  奴二．仇．・挙首題鞋 ▲  ．しh．一＿▲．，．．．＿＿▲．．＿＿．■ご－週■L櫨．  －．，．瞳．磁＿・叫←ニナで’温Jリ1、ノ姐」．＿，、戯二．－一、】⊥ら叫土   



改  正  案   現  行   

③放課後子ども環境整備事業費現行のとおり（略）  ③放課後子ども環境整備事業費（略）  

a放課後児童クラブ設置促進事業現行のとおり（略）  a放課後児童クラブ設置促進事業（略）  

b放稜線児童クラブニ佳境改善事業  b放課後児童クラブ環境改善手蔓  

実施市名  施毅名  臥鮎等の内容   実施市名 施設名 臥鵬等の内容  

の  （∋  （勤  再）  （訪  （訊  冊   （℃ ¢） 8） 房） （勒  

藍盟」監盈 重患二追血   

忠通二監査 王扱二追血   

盤盟」温良 王立二追加   

盤盟二監査 王並二足鮎   

並盟二且査 重患二追加   

盤盟」猛豆 更級二迫血   

か所  か所 か所か所  

合計  公  合計  公  公   
私  私  私   

（注1）③及び④には、市町村又は社会福祉法人等の名称を記入すること。   （注）（参及び④には、市町村又は社会福祉法人等の名称を記入すること。  

（洋2）（笥lこは＿放理路闇曹健全書成重董を斬トに審愉するトめの備品旺入筈の整備一室庁欄卜鮮存重萱にぉける備品踵入峯の整備（既存1の   
どちらか紘当す 

一汗3）（副には＿放理掛静香融合育成壬董における備品旺人事の整備一軒存）のうち．給償妾の専断▲追加の該当する息の古今Tnで開計：こと〈  

c放課後児童クラブ障害児受入促進事業現行のとおり（略）   c放課後児童クラブ障害児受入促進事業（略）  

・
・
N
笥
－
 
 
 



改  正  案   現  行   

④放課後児童クラブ支援事業費   ④放課後児童クラブ支援事業費   

8ボランティア派遣事業現行のとおり（略）  aボランティア派遣事業（略）  

三打  
b放課後子どもプうン宴施盲擦寄壬圭  

実施市名 事業内容 研修等内容  

1．人材確保のための研修  

2．地区別運営委員会の設置・開催  

3．広報啓発  

4．その他  

（注）事業内容ごとに具体的な取組内容を記載すること。  

虹．放課後児童の衛生・安全対策事業  L放課後児童の衛生・安全対策事業   

現行のとおり（略）  （略）  

L障害児受入推進事業  旦＿陣害児受入推進手業   

現行のとおり（略）   （略）   

鵬山 ＿  ．．い▲▲－．一＿  ＿．、＿．一＿ 恥ふ．ご弊こ鉱一パ訂1彰㌧   



改  正  案  
現  行  

①放課後児童健全育成事業費a～b現行のとおり（略）  （3）市町村分  
①放課後児童健全育成事業費a～b（略）  

C餌桐助事”十両暮（児t敷地良人・机細緻250日以上の放課後児玉クラブ）  

C鞘補助事暮計画書（児董敷地良人・帥紋日敷250日以上の放課後児王クラブ）   

（噂）  

（略）  

dⅢ削わー”十画暮（児■蝕出逗人・開設弛250日以上の放課後児壬クラブ）  

（略）  

皇鴎桐肋事刑十画暮（児量敵組良人・開設日敷250日以上の放揉縫児王クラブ）  

（略）  

用桐助事業t佃暮（児工数71人以上欄紋日触250日以上の放課雄児暮クラブ）  

d醐補助事刑十和（児暮敷7一人以上・朋拉日数250日以上の放課後児暮クラブ）  

（咤）  

（略）  

‘匹桐助事封十画事（児量敷20人以上・剛史日蝕200～24gEの放課後児暮クラブ）  
豊田眞補助事業汁廊暮（児工数20人以上欄奴日歓200－2498の放課後児暮クラブ）  

開設状況  臣  
著に対するニーズt  

ここ・ここ  実施市町村名  放課後児暮クラブ名                    年間開設8数  長時間  
実施市町村名l勉闇闇児暮クラブ名        長時Ⅶ 年仰開設日数開設時間開設の   平8分                1～3年 4－6年  計  

開設時間 開設の1－3年4～6年 什  分割  
温放生    且1且1ムユ」且皇也  平日分  

白  人  
（時間）  臼  時～時  人  
農期休業8讐  （時Ⅶ）  
＝＝i＝二  長期休業日零  
（時Wl）  （）   時～時  
日   人  （時間）  （）   
（時間）  日  時一時  人  
長期休業日等  （時間）  
時～時  よ期休業日等  
（時Ⅶ）  （）   時～時  
日   人  人  人  （時間）  （）   

（帝冊）  E  時～時  人  
長期休兼f］等  （時間）  
時一時  長期休業8響  
（時間）  （）  時～時  

人  （時仰）  （）   
小 ‡十   クラブ  時価  か所  小 ！十   

人  
（）   

クラブ  晴間  か所  
日  人  （）   
（時㈹）  日  時一時  人  
長期休1日琴  （時仰）  
時一時  最期休業日琴  
（時間）  （）   時→時  
日   人  （時Ⅶ）  （〉   

（時間）  日  時一時  人  
最期休兼日等  （時W）  
時～時  長期休業日等  
（時間）  （）   時一時  
日  人  （時間）     （）   
（時叩）  日  時一時  人  
長期休業日零  （時Ⅶ）  
時～時  最期休業日等  
（時間）  ロ  時一時  

人  （時間）  （）   
小 t十   クラブ  時瑚  か所  小  計   人  

ロ  クラブ  時lⅥ  

合一十  
か所  

人  （）   
市町手＝  クラブ  時間  か所  人  

（）   クラブ  時間  か所  
（）   

正  
注1）「裏時佃投の平日分」敗績稟引こおけるrl日の帽剛が絹蘭を断て、かつ18時を断て開披する壌合」の珊平均脚数 を記入すること。  
注2）r児童数」撫の（）内は、障書児触を内勤で記入すること。 「 
注3）珊」■は、鞘の途中■こクラブを分割する（した）鳩舎に○印を付し・珊前の摘後児暮クラブ名を記入すること。   

ふ
冨
－
 
 
 



改  正  案   現  行   

h皿慮櫨肋暮暮か画暮扱扶集（A－－の計）  
fl丑慮墟蝕暮暮計画暮鮫煉稟（貞一eの計  

実権か所数  即、所数  

朋設8歓  
加1  

。。。¶呈童画且冠書芸     a′－f  a。。 

か所か所か所か所か所か所か所か所か所日  
か所か所か所か所か所か所か所日  

クラブ数   
クラブ敷  

か所 か所 か所 か所 か所 か所か所   
か所 か所 か所 か所 か所  か所   

聞役日数加事  
蘭…加暮  

時間時間時間時間時間時間時仰時抑時間  
時間時間時間時間時間時間時価  

平8分か所か所か所か所か所か所か所か所か所  
平日分か所か所か所か所か所か所か所  

即朋順 
即間開設 

頂間時間時価時間剛】時間時間 
時間時間時間時間時間 時間  棚  

胡休暇分か所か所か所か所か所か所か所－ 
川棚分か所か所か所か所か所－ か所  か所   

実施市町村数 児童数 

実脚村数l児王数 1－3年4ヰ計 ∴ 

1－3年4ヰ計 庶i条由蘭舘ウうブ 止池上 五組数  

（注1）「隕紋日数加算対象日数川は、開設日数加井の対象となる日数の総数を記入すること・  
は1）「開投日数加算封書日勤欄は、暇日数加暮の対象となる日数の納を妃入すること。  

（注2）「児童軌欄の（）内は、障害児数を内数で記入すること。  
（注2）「児土凱棚の（）内は、陣育児数を内勤で記入すること。   

し・】 i●■■」   

■■        L   ＿▼．  ．    一一  ∴ →二■L＿′「し  

†     一声 二 斗   



改  正  案   現  行   

②放課後子ども環境整備事業費現行のとおり（略）  ②放課後子ども環境整備事業費（略）  

a放課後児童クラブ設置促進事業現行のとおり（略）  a放課後児童クラブ設置促進事業（略）  

b放課後児童クラブ環境改善事業  
b放課後児童クラブ環境改善手業  

柵村名 舶名 雲琵琶訝臥鵬等の内容  柵村名 施設名 臥鮎等の内容   

の  ②   ③   舟   ⑤   ⑥  の   の  ② ふ 舟  ⑤  

放乱且盈王立」邑加   

凰温二既歪 王盟二血   

か所  か所  か所  虚虚  血塵   か所 か所か所  
小書十   公  公  並足  重患   小計  

私  既存  追加   
′＼  ノ＼  

私 私  

盗盟二且在王盤』i血   

姐監査王薮二追血   

か所  か所  か所  血直  立藍   か所 か所か所  
小計   公  公  地  王盟   小計  ⊥（ ／＼   

私  私  
か所  か所 か所   合 計  

（市町村）  公  公   塵親  王紘   合計  
（市町村） 公 公  

私  
（注）③及び⑥には、柵村又は社会福祉法人和名称を記入すと。  

、3）命には一触維柑融合書成暮射こぶける償細入等の整備偶在）のうち▲吉相宴の輔一過加の該当する嵐の妄合TOで眉牡に′＿  

C放課後児童クラブ障害児受入促進事業現行のとおり（略）   C放課後児童クラブ障害児受入促進事業（略）   

－
u
≡
・
・
 
 
 



改  正  案   現  行   

③放課後児童クラブ支援事業費   ③放課後児童クラブ支援事業費   

aボランティア派辻事業現行のとおり（略）  さボランティア派遣事業（咤）  

此  b放課後ネどもプうン安価盲轄等暮董  

実施市名 事業内容 研修等内容  

1．人材確保のための研修  

2．地区別運営委員会の設置・開催  

3．広報啓発  

4．その他  

（注）事業内容ごとに具体的な取組内容を記載すること。  

L放課後児童の衛生・安全対策事業  L放課後児童の衛生・安全対策事業   

現行のとおり（略）  （略）  

L叶育児受入推進事業  む陣育児受入推進事業   

現行のとおり（略）   （略）  

可1  

1下1  

i一◆」  

．一－＿．  菰、  
一＝ 一．－  」 ．．し∴－一 一■t   



改  正  案   現  行   

別紙様式3－ら   （鴫）   別紙様式3～5   （幡）   

別嚢1   （略）   別裁1   （略）   

別丑2   別表2   

1．放課後子ども教主推進事♯苓   （嶋）   1．放課後子ども教主推進事兼書   l鴫）   

2．放練緩児1膿全書庇事業事   2．放課後児t鑓全書成事業雫   

（り勧遭府県分   （1）♯道府県分   

・放課後児1指導■零★賞向上事業千 現行のとおり（嶋）   ・放旗後児暮指導1苓責王向上事象責（略）   

（2）指定前市一中核市分   （2）指定都市■中穣市分   

t放扶改児1指導■事責1向上事稟t 現行のとおり（噌）   ・放課撞児暮指導■零責賞向上事業暮（略）   

・■Ⅰ■牡聾■■士▼象■1■■                              ■■疇l‖■幕t■由■繊18t  ・は】t義■岬t■全1戚■暮●t  
nf■席■中書市電■  分支出十奮■rJ－：呵！モ2t票〔トこちミ，事‡暮●■卿⑨と如比臥て  t  ■  

心仁いナ‖n■l慮止痛入l／Jl   
由■縞鴫1峯1事■■穐巾■  t  

．．．＿ 
書  

心むい1‖れ■1点心れ■l／コl   円  円  円  円  川1クラブの欄はBt2508以上   n  円  円  円  ＝1クラブの仙栓8■250日以上   

心児1■1（〉－19人  かホ   心光一■10－19人  か簡  

②児■■ヱ○－ユ8人か靡  tZ）鸞■■20－ユ■人かホ  

盛兜一書71人－か簡  

■聾吐児1■全t成●暮t  血叫は且■加算かホ巳  
11■策tt量★慮●■■  鳳■■t■Tl▲－  

∑欄丘8■加■    か幣   日   か厳    qⅦ   

・1月体■一分    か輝    ■叫   

かゎ    ■鮒   ほ11クラブの叫放B■ 200－2●98   

■■体t■分 か輌 鴨場  】J）兜1tZO人－ かホ  

（2）tクうプのIl故8■200・・2■g8  

心児t■20人－ かホ  円  
門  

円  円  円  
円  円  円 〉▲■t▲■l●  …子………  （り鼠■義光▲クラブ拉■像■▼■ か樽   

．暮  

…子…■暮…雷  ・■ 

P1 円  円  円  
円  円  円  円  

11）ボランティ丁▲▲●▲  事義  
櫨蝉牡光一クラブ王鰻事1■  

書江暮兜tクラブ文d■暮■  
tl）ポウンチイγ1t●暮  ■■  
lH■）  

日日曹汁t策暮の■豊・音量月■■t書・■  

（4〉■▼鸞t入札暮暮t  かポ  
ぷ止1■■景tの■重・声量胃■●暮事・■  l†  円  円  円  円  円  円t中■札■■（釣の内R  

（3）■■光■入止■事轟  

R  円  円  かホ  鼠■徽兜t■彙■戒▼t  

l†  円  R  

R  

円■■■托■tJかの内釈   払中書兜1クつプ牧t仕■■義  円   
■J▲光量1士▼慮事嘉  円   諷Il書手ども一明社●事1  円   
■●■t■ケープ■●t■●t  R   ■T兇t入t▲事1  円   
暮止暮チビも■td■●暮  円   ボラン千イ▼1▲●■  円   
▲t鸞t入仕▲事嘉  円   t■▲   

ポつン子イ▼九▲●暮  R   緻J■寛一の疇量・安全弁1●■  

l且■ユ   

円  
■▼兜文人■糞■暮  円   

■■■tl巾■1ft■■■▲  ll   

■T焚t入椎▲事▲  R   

∴
岩
山
－
 
 
 



改  正  案   現  行   

柑‖布■一軒分   （3】ホ巾村分   

・七▲義光1t全▼■●纂■書   暮■▲t■t★tt●■1■  

1T ■  
■1■tH■■■■■■嘉事■嘉l■■■■■  暮  t  …… …  嘉‥伸・‘ ■1■…‘……‘…… 

▼れ■t ■ 分  嘉●■抑J血it比■Lでタlりいりパーj  
1虚，－＝：什更｛；●晋t川‘昔‾1】り■  1い方の徽’i  ……の…．叫い． 

tl人 ■ せ き  

l】】lクープの■廿白■250■以上   
tIlクラブの■80■2与08リ上  

】壌■■lO－19人か■   
十tl■10－1●ヽ■■   

用量■ヱ○一っ5人かホ   
Z慎暮■量○－ユ5人か賄   

」凹山王41」▲一員  ー▼■  t量■  

■義一  

■ 

■■ ・・・ か …・  

■■■兄暮ケープ王  ■暮■■  

■■t士人■1◆■  ボウンテ′▼叫■■  

■し  
二手一・蓮匝－＝ニニ学三（1  ぷ葺Ⅵ．や鮎亀  取組⊥．農地イ†．  ．血湖遥誌．書一 組，iエ：賢一3とJv．・∫加‰も＿  鵡・一山 互  タてJ㌻ィi‘盛温血こ・ぬ蒔L〉．▲．、温ここ二軍㌣くゝ．バム、⊥．．⊥ヤ、   



改  正  案   現  行   

別表3  
1・放諌挫子ども教主推進事業等（略）  

別表3  
1■放課後子ども教主推進事業等（略）  

2．放課後児暮健全育成事業等  
（1）都道府県分現行のとおり（略）  

2・放課後児童健全育成事業等  
（1）都道府れ分  （鴫）  

（2）指定都市・中核市分  
①放課後児1指導員等資質向上事業現行のとおり（略）  （2）指定郡市・中核市分  

②放課後児童鮭全育成事業費8－b現行のとおり（略）  ①放課後児童指導Å等貴賓向上事業（鴫）  
②放課後児童健全書成事業ヰa－b（略）  

i一事稟■（児■欄良旦二鮎人・榊鰻日蝕250日以上の蝕躊仕兜■クラブ）  

（鴫〉  

l■暮一り弓 

亡1暮暮u‖■t■ユ‘－－∩▲・血相R－ク打nRじlトの一月‖iづ1  

d■▲稟嶋（兜1た出良人・開放日た250日以上の蝕扶吐光義クラブ）  
戸  

★■乍  

王事■事■く児1■旦且＝ヱ公人・州数日■2ち0日以上の鼠牒墟児1クラブ）  

（■†  

L事業冥は（兜▲触71人以上・脾放日蝕250【】以上の厳且鎗児1クラブ）  
L■霊実は（兜t数71人以上・M拉日数2588以上の放丑櫨児暮クラブ】  

（■†  

Jl  

■事1稟牡（児暮■20人以上・開銀日義200－2498の敷雄故児▲クラブ〉  
丘事■稟托（児t触20人以上・劇数日触200－240日の熟慮後児暮クラブ）  

開放状況 児1鈷   爛 放 牧 虎  児暮鹸   
実嗣名酬1クフプ名 

珊…酬捕讐の平－；…；6什  
用 榔名軌児▲クラブ書棚…  岨珊1＊で野の平1㌢量†棚   
地豆ii器慧瓦  

日 （ 人 人 人   日  時 一 疇  
（  鴫 ¶ 〉   人  人   人   

・ ■ ■   ＝  

鴫 一 鴫   t期休霊日事   

＼  

日 鴫 － ■  （ 〉【 ）【）   精 一 晴  
1  （ ）（ ） 【 ）   

（  ■ 岬】）   人  人   人   日  韓 一 嶋  
（  ■ 間）   人  人   人   

1嘲休霊B琴  
鶉 一 時   丘期休■日■   

1  8 鴫 － ■  【l  ）（）   疇 一 時  
（  ■l『）   人  人   人   8  叶 一 ■  （ ）（ ） 【 ）  

（  lllM）   人  人   人   
1期体暮日■  

嶋 一 鴫   1剛体稟日琴   
（ ）（ 〉  r ）   鴫 一 鴫   

合h  クラブ  
人 人 人  一朋1   r ‖（）（）  

珊  か断  
l）（）r）  含 紳  

人 人 人  
クラブ  疇Ⅶ  か所   

（ 】【 ） r ）  

（注1〉「轟洲れH拉の鞘机■は、捜■白における＝8の〃政明が6珊を越えて、かつ1叫を鐘えて■放ナる囁合Jの寧附叫伽  を記入すること 
．  

（注1）r購剛Ipの印机■■1t躁霊引こおけるrl日の岨州が6晴間を超えて、かつ18麟吉縫えて押す川合Jの年間平均疇間血  を記入すること 
．   

（注2汗兜暮七川の（）和1、揮曹児数を内■で正人すること．   （注3）r分軌■li・年度の途中にクラブ‡分椚する（した川合に○印壕付し．分嗣爪の放■瞳児1クラブ名を正人すること。   

」二▲■1i；三‾．：l、  
【簿5汀劃血書lコ打ナもニーゴ■暮■■二女廿ふrt一暮】1＝■－－－■－けクちnRじ＝の】絶i▲鑓す封■t■書押1ナス．－′  

J淳6け劃凸鼻lご廿ナエニ 

1
】
○
川
T
 
 
 



改  正  案   現  行   

hエ暮乎it鮫ほ集（ユー・のt＋1  
f暮暮雪鑓扱扶嘉【－－－の鮒1  

実施か所数  掛所数  
開設日数  剛…  

加－  

ab。d皇王窟g冠加吉宗－  8bcd窟旦完吉宗  
か所か所か所か所か所か所か所か所か所日  か所か所か所か所か所か所か所日  

クラブ数  クラブ数  

か所か所か所か所か所か所か所 
か所か所か所か所か所 か所  か所  鵬投日数加貫  帥投巳数加膚  

時間晴間時仰時間時間時間晴耕時間時間  時間時価時仰時仰時間時間時間  

平8分か所か所か所か所か所か所か所か所か所  平日分か所か所か所か所か所か所か所  

即胴暇 
長時間帥拉 時間時間時間時仰時限時間時仰 時間  頂問時間時間時間時間 時間  

胡休暇分か所か所か所か所か所か所か所 か所  柳休暇分か所か所か所か所か所 か所  

生l曹i余【bl員詭りラブ 実施市町村敷児暮敵 地1 1一昨り瑚l真十遊戯t 「1∴」コ】」讐l  

実篤市町村敷児童数 1－3年4－6年計  人人人 （）（）（）  

（注1）「開設日数加井対象日軌閥は、開設日数加‡の対書となる日数の総数を記入すること。  
（注1）「開設日数加算対象日凱捕は、開設日赦加算の対象となる日数の総数を記入すること。  

（注2）「児i軌欄の（）内は、陣育児数を内敷で記入すること。  
（注2）「児手数J欄の（）内は、障害児数を内勤で記入すること－   

．－．■＿．■－ふ云巧励由芯∴一 せ亡㌢サニ七三 ．   ＿  一一一一－＿＿，－＿－．  ．＿．－．小＿ －．＿．   ．＿．－．．＿．＿   ＿ざ．⊥＿⊥1J．J■＿－＿＿・．．．＿ ノー＿＿  i＿ し．．  



改  正  案   現  行   

③放課後子ども環境整備事業費  ③放課後子ども環境整備事業費  

a放課後児童クラブ設置促進事業現行のとおり（略）  a放課後児童クラブ設置促進事業（略）  

b放課後児書クラブオ墟改善事業  b放課後児書クラブ環境改善事業  

実施局名  仙名  実施市名 施鋸 至芸讐若…品等の内容   臥舶琴の内容  

の  ②  ③  め  ⑤  ㈲  の   の ② ③ 命 ⑤  

出違L既定重患二追加   

出L監査王藍」邑加   

並凰皿豆 王盤血   

並立』在 王並二追加   

蕊温二且在 王鼓二追加   

鼓規』王墓 王並血   

か所  か所  か所  出直  立伍   か所 か所か所  
合計  公   公   並盟 王盤   合計  公  公   

私 私  
私     私    既存  （注）③及び④には、市町村又は社会福祉法人等の名称を記入すること。  

C放課後児童クラブ障害児受入促進事業現行のとおり（略）   c放課後児童クラブ障害児受入促進事業（略）   

－
u
O
叫
－
 
 
 



改  正  案   現  行   

④放課後児童クラブ支援事業費   ④放課後児童クラブ支援事業費   
aボランティア派遣事業現行のとおり（略）  aボランティア派遣事業（略）  

他 b放課後子どもプうン宴鮪昔控尊重羞  

実施市名 事業内容 研修等内容  

1．人材確保のための研修  

2．地区別運営委員会の設置・開催  

3．広報啓発  

4．その他  

（注）事業内容ごとに具体的な取組内容を記載すること。  

皇」放課後児土の衛生・安全対策事業  L放課後児童の衛生・安全対策事業   

現行のとおり（略）  （略）  

L障害児受入推進事業  L陣育児受入推進事業   

現行のとおり（略）   （略）  

『  

■l■■■ －  ヽ－■    － ・■  ＋1■■ ナ叫∴ 「・1r   



改  正  案  現  行   

（3）市町村分  
①放課後児童健全育成事業兼 a～b現行のとおり  （3）市町村分   

（略）  
①放課後児童健全育成事業費  a～b （略）   

c暮兼実鱒（児暮敷呈旦＝A星人欄拉日数250日以上の放拝後児童クラブ）  c事業実績（児暮敵封ヒヱ良人・開披日数250日以上の放課後児暮クラブ）   

（咤）  
（略）  

d■1痍績（児暮蝕ま旦＝旦主人・開設日敷250日以上の放課後児童クラブ）  

（轄）  

量事業臭■（児1数量むニZ旦人・開設日数2508以上の放課後児暮クラブ）  

（略）  

f事暮実績（児董敷71人以上・開設日敷250日以上の放抹後児tクラブ）  

旦暮よ実績（児霊蝕71人以上・開設日数250日以上の放課後児玉クラブ）   
（時）  

（格）   

▲事1夷け（児t数20人以上・開披日数200－249日の放楳後児暮クラブ）  皇国庫補助事業計画暮（児t触20人以上・開設日敷200－249日の放課後児暮クラブ）  

i ・t  ■   ‾  児   王  に対するニー 開 設 状 況  児   童   蝕  
実施市町村名  放拝後児tクラブ名  長時Ⅶ  

分割   実施市町村名  放課後児tクラブ名  分書l  

平日分   
遭重量鰹  1・・二： 皿■致1J止馳  平日分   

8   人  
（時間）  

日  時～時  人  
・■＝■＝一  

（時Ⅶ）  

時一時  長期休業日等  
（時Ⅶ）  （）   

時～時  

日   人  （時価）  （）   

（時間）  
日  時一時  人  

最期休集8専  
（時間）  

時一時  曇期休業日零  
（時間）  （）   

時一時  
B  時一時  人  （時価）  （）   

（時間）  
日  時一時  人  

最期休集日専  （時間）  

時～時  
長期休t8等  

（時間）  
l持”時  

（）   
人  

（時lⅥ）  （）   

小  計   クラブ   人  時瑚  か所  小 計   クラブ  
（）   

時価  か所  
日  時 ～  人  （）   

（時間）  
日  時一時  人  

長期休業日等  （時間）  

時一時  長期休業【】琴  
（時冊）  （）   

時～闊  

日  人  （時Ⅶ）  （）   

（時Ⅳl）  
白  時一時  人  

長期休業日等  （時間）  

時一時  長期休業日等  
（時間）  （）   

時一時  
日  時一時  

（時Ⅶ二  
人  （）   

（時W）  臼  時一時  人  
最期休集日暮  （時W）  
時～時  

最期休業日筆  
（時lⅥ）  （）   

時一時  
（l持rM）  

人  （）   

小 l十   クラブ  人  時間  か所  小 1十   クラブ  
（）   

時間  か所  
（）   人  （）   

合 一十  
（市町村）   クラブ  時間  か所  合 音十  

（）   （市町村）  クラブ      時間  人 （）  人 （）  人 （）  か所  
（注り「曇時仰開披の平日飢欄は、授業巳における「柑の開設時Ⅷが6時Ⅶを超えて、かつ－8時を越えて開設する場合」の年間平均時間数  
を記入すること。  （注1）「長時Ⅶ開設の平日分」爛は、授業日における「1日の納設時間が6時仰を超えて、かつ18時を越えて開設する場合」の年間平均時間数  

を紀入すること。  
（注2）「児量敷」欄の（）内は、陣書児敷を内敷で妃入すること 
。 （注3）「分割J■は．年度の途中にクラブを分割する（した川合に○印を付し、分割前の放課後児壬クラブ名を紀入すること。   
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改  正  案   現  行   

†暮暮雪縫 鮭絞粛（■一色のt十）   

実施か所敷   施か所数  
開設日数  開設日数  

a b c d 旦 f 鎧 王 冠加苦言－  8 b c d 窟 皇 道加言霊－   

か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所   日   か所  か所  か所  か所  か所  か所  か所   日   

クラブ敷   クラブ歓   

か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所  か所   帆設巳蜘書   か所 か所 か所 か所 か所  か所   
棚巳数加暮  

時仰  時間  時間  時間  時間  時間  時間  時間  時仰   時仰  時間  時間  時間  時間  時間  時間   

平日分  か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所   平日分  か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所   

長時冊帽  時間   
長持W間投  

時間 時間 時間 時間 時間 時聞 時間  時間 時仰 時間 時間 時間  時間   

用件暇分 か所 か所 か所 か所 か所 か所 か所  か所   最期休暇分 か所 か所 か所 か所 か所  か所   

実施市町村数     児  暮  数   

実脈町稚   児抽     塵讐監ブ             1－3年 4－6年  計       玉出   

（注1）r朋設日数加算対象日勤欄は，開設日数加暮の対魚となる日数の総数をた入すること．  （注1）「開設日敷加井対魚日数」欄は、開投日数加暮の対象となる日数の総数を記入すること○  

（注2）「児壬軌欄の（）内は、障害児数を内数で記入すること。  （注2）「児暮凱欄の（）内は、障害児数を内数で妃入すること。  



改  正  案   現  行   

②放課後子ども環境整備事業費現行のとおり（略）  ②放課後子ども環境整備事業費（略）  

a放課後児童クラブ設置促進事業現行のとおり（略）  a放課後児童クラブ設置促進事業（略）  

b放課後児童クラブ環境故事事業  b放課後児童クラブ環境改善事業   

珊桐  舶名  臥鮎等の内容   市町村名  施舶  臥鮎等の内容   

の  虐）  （勤  （初  （罰  （乱  作）   の  ② （勤 店） （9   

並盟過盈 王塵Li且姐   

丑盟二匿盈更級二追加   

か所  か所   か所   出誼   血直   か所 か所か所  

小計  公  公  並足  王鼓   小計  公  公   

私  既存  追加   私 私  

羞出巨 王虹追加   

艶温二既孟 夏鼓二追起   

か所  か所   か所   出放   出塵   か所 か所か所  

小計  公  公  並過  重藍   小計  公  公   

私  私  旺存  追加   私  私   
か所  か所   か所   出走   出藍   か所  か所    か所   

合 冨十   
公  公  艶組  王並   

合 計   
（市町村）  （市町村）  公  公   

私     私    既存  追加   私  私   
（注1）③及び④には、市町村又は社会福祉法人等の名称を記入すること。   （注）③及び④には、市町村又は社会福祉法人等の名称を妃入すること。  

r津2）信）には．触更里権促音付合育成壬圭を新たに塞施するための備品乱入峯の整備r】許媚1好古五重における」瀧見旺入暮の塾償（駐在1の   

′ちらか該当する‾方を∩で囲むこと。   

rミキ31信）には龍性槌曝書」縫合奮成暮蓋における傭息滅入塞の塾1薔（肝古lのうち＿翰傭墓の1Fi斤泊地の！捻当寸‾るものを今T（1で調書に♪＿  

c放課後児童クラブ障害児受入促進事業現行のとおり（略）   c放課後児童クラブ障害児受入促進事業（略）  

－
巴
丁
 
 
 



改  正  案   現  行   

③放課後児童クラブ支援事業費   ③放課後児童クラブ支援事業費   
aボランティア派遣事業   a ボランティア派遣事業   

現行のとおり（略）  （略）  

≡と箭  b放言璽後手どもプラン専権青轄誓→■董  

実施市名 事業内容 研修寺内容  

1，人材確保のための研修  

2．地区別運営委員会の設置・開催  

3．広報啓発  

4．その他  

（注）事業内容ごとに具体的な取組内容を記載すること。  

塾」放課後児童の衛生・安全対策車葉  L放課後児童の衛生・安全対策事業   

現行のとおり（略）  （略）  

L障害児受入推進事業  旦＿障害児受入推進事業   

現行のとおり（略）   （略）   

邑搬二こ＿▲ム  J鞋やぜ†塩j ． 一■i  ．▲  ▼脇LJ＿  一．．誠一蔓  ▲．．．a－・山．．．、．  ‥ 二小峰ノ空車＿上＿′Vl・・dr－▲   



改  正  後  

児童厚生施設等整備費交付要綱  児童厚生施設等整備費交付要綱  

（通 則）1～（交付額の算定方法）7 略   

（交付の条件）  

8．この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。   

（1）～（7） 略  

（8）補助事業完了後に、消費税及び地方消費税の申告により補助金に  

（通 則）1～（交付額の算定方法）7 略   

（交付の条件）  
8．この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。   

（1）～（7） 略  
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平成22年度 児童厚生施設等整備費交付要綱新旧対照表（案）  

現  行  

都
あ
 
中
 
 

定
と
承
は
 
 

指
」
の
又
 
 

は
課
長
市
 
 

又
承
市
都
 
 

事
の
の
定
 
 

知
臣
市
指
 
 

県
大
核
、
 
 

「都道府  」
」
又
と
 
 

臣
長
事
」
 
 

大
市
知
庫
 
働
の
県
国
 
 

生
核
道
中
 

は
中
市
、
 
 

∵
 
 

あ
、
指
る
 
 
 

都
あ
認
中
 
 

定
と
承
は
 
 

指
」
の
又
 
 

は
認
長
市
 
 

又
承
市
都
 
 

事
の
の
定
 
 

知
臣
市
指
 
 

県
大
核
、
 
 

府
働
中
県
 
 

道
労
は
府
 
 

都
生
く
道
 
 

「
厚
し
都
 
 

「
「
 

鳩
Ⅶ
 
 れ
 
 

と
と
は
あ
ゝ
 
 
 

相
計
瑚
卜
軋
咄
刺
 
‥
り
し
は
と
 
 

（
 
 

中
く
、
、
と
 
 

び
市
る
認
核
 
 

（
 
 

条
 
 

は
 
 
 

、
若
す
 
は
中
市
、
と
 
 

∵
 一
丁
∴
 
 

あ
、
指
る
る
 
 

と
と
は
あ
え
 
 

」
」
又
と
替
 
臣
長
事
」
み
 
 

大
市
知
庫
読
 
 

び（6）  

市若し  
るの  

厚 
し
 
 

「
若
 
 

は中  
く
 
 
 「都道府県  

ぞれ読み替えるものとする。  そ  る。  
」
よ
 
 

り付した条件に基づき都道府県知事又は指定都市若しく  県
 
 

府
 
 

道
 
 

都
 
 

き
 
 

づ
 
 

基
 
 

件
 
 
 

知事又は指定都市若しく  
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働大臣の承認又は指示を受けなければならない。  
（14）市町村又は社会福祉法人等から財産の処分による収入の全部又は   
一部の納付があった場合には、その納付額の全部又は一部を国庫に  
納付させることがある。  

働大臣の承認又は指示を受けなければならない。  
廷弘市町村又は社会福祉法人等から財産の処分による収入の全部又は  

一部の納付があった場合には、その納付額の全部又は一部を国庫に  
納付させることがある。  

（申請手続）9～（状況報告）13 略  （申請手続）9～（状況報告）13 略  
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（補助金の返納）15～（その他）16 略  （補助金の返納）15～（その他）16 略  
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改  正  後  現  行   

別表  別 表   

芸  崇  三≡  芸  王  室－  

1区分  2整備区分  3 種 目  4  基  準  額   5  対 象 経 費  1区分  2整備区分  3 種 目  4 基  準  額  5 対象 経費  
施  設  創  設  工事費  1 施設の種類ごとに次に掲げる額   児童厚生施設等の施設整   施  設  創  設  工事費  1 施設の種類ごとに次に掲げる額  児童厚生施設等の施設整  

整備 費  及  び  （1）大型児童館   備に必要な工事費又は工事    整備費  及  び  （1）大型児童館  備に必要な工事費又は工事  

改  築  ア A型児童館   請負費及び工事事務費（工  改  築  ア A型児童館  請負費及び工事事務費（工  
厚生労働大臣が承認した面積（ただし、  事施工のため直接必要な事  厚生労働大臣が承認した面積（ただし、事施工のため直接必要な事  

都道府県の人口規模により、付表1に掲  務に要する費用であって、  都道府県の人口規模により、付表1に掲 務に要する費用であって、  

げる補助基準面積の範層内で、2．000平  旅費、消耗品費、通信運搬  げる補助基準面梢び）範囲内で、2．000平 旅費、消耗品費、通信運搬  

方米以上のもの。）に1平方米当たり基  費、印刷製本費及び設計  方米以上のもの。）に1平方米当たり基 碧、印刷製本費及び設計  
準単価370，600円（実1平方米当たり基  監理料等をいい、その額は  準単価364，000円（実1平方米当たり基 監理料等をいい、その額は  
準単価に満たないときは実1平方米当た  工事費又は工事請負費の  準単価に満たないときは実1平方米当た 工事費又は工事請負費の  

り単価とする。）を乗じて得た額。  2．6％に相当する額を限  り単価とする。）を乗じて得た額。  2．6％に相当する額を限  
イ B型児童館（1，500平方米以上）   度とする。以下同じ。）  イ B型児童館（1，500平方米以上）  度とする。以下同じ。）  

555，952千円  546．122千円  
（ただし、A型児童館と併設する場合に  （ただし、A型児童館と併設する場合に  

は厚生労働大臣が承認した額とする。）  は厚生労働大臣が承認した額とする。）  

（2）小型児童館（217．6平方米以上）  （2）′ト型児童館（217．6平方米以上）  

旦ヱ⊥旦旦旦干円  31，727千円  

都市部で児童館用地の取得が困難と認  都市部で児童館用地の取得が困難と認  
められる場合等（163．2平方米以上）  められる場合等（163．2平方米以上）  

24．740干円  24，：∃03干円  

（3）児童センター（336．6平方米以上）  （3）児童センター（336．6平方米以上）  

48，656千円  47．796千円  

ただし、大型児童センター（500平方  ただし、大型児童センター（500平方  

米以上）については、次に掲げる額。  米以上）については、次に掲げる額。  

旦j⊥」しL旦千円  63，766千円  

（4）放課後児童クラブ重（（2）、（3）の整備  （4）放課後児童クラブ室（（2）、（3）の整備  

とは別に整備する場合に限る。）  とは別に整備する場合に限る。）  
21．504干円  21．124千円  

2 1（7）（2）、（3）の整備の際、放課後児童ク  2 1ぴ）（2）、け川）整備の際、放課後児童ク  

ラブ重（31．8平方米以上）を設ける場合、  ラブ室（31．8平方米以上）を設ける場合、  

次の額を加算する。  次の額を加算する。  

旦」jj 6，728干円  

3 1の（1）、（2）及び（3）の整備の際、初度  3 1の（1）、（2）及び（3）の整備の際、初度  
設備を施設と一体的に整備する場合、次の  設備を施設と一体的に整備する場合、次の  

額を加算する。  額を加算する。  
（1）大型児童館については、1施設当たり  （1）大型児童館については、1施設当たり  

104，240干円  102，397干円  

（2）小型児童館及び児童センターについて  （2）小型児童館及び児童センターについて  

は、1施設当たり   2，563千円  は、1施設当たり  2．518千円   

－
巴
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現  行  改  正  後  

大型児童センターについては、1施設  

当たり  4，551千円   

4 ′平成2年8月7日厚生省発児第123号   
りモ童館の設置運営について」の第4の1   

の（3）のアの（イ）及び2の（3）のア   

の（エ）に規定する移動型児童館用車両を   

整備する場合  上限3．756千円   

5 平成3年11月25日杜施策121号「都市部   

における社会福祉施設の整備の促進につい   

て」に定める既設社会福祉施設用地有効活   

用改築促進制度に適合する整備を行う場合   
には、1の施設の種類ごとに掲げる額に  

1．08を乗じて得た額とする。   

1 厚生労働大臣が承認した面稚（ただし、   

本文の4の表拡張の欄（1）の場合119平方   

米を限度とし、同棚（2）の場合31．8平方米   

を限度とする。）に付表2に掲げる1平方   

米当たり基準単価（実1平方米当たり単価   

が、1平方米当たり基準単価に満たないと   

きは実1平方米当たり単価とする。）を乗   

じて得た額。   

2 既存の小型児童館又は児童センター（大   

型児童センターを除く。）で年長児童用設   

備を施設と一体的に整備する場合、次の額   

を加算する。   

1施設当たり  4，551千円  

大型児童センターについては、1施設  

当たり  4，633千円   

4 平成2年8月7日厚生省発児第123号   
r児童館の設置運営について」の第4の1   

の（3）のアの（イ）及び2（7）（3）のア   

の（エ）に規定する移動型児童館用車両を   

整備する場合  上限3，824千円   

5 平成3年11月25日杜施第121号「都市部   

における社会福祉施設の整備の促進につい   

て」に定める既設社会福祉施設用地有効活   

用改築促進制度に適合する整備を行う場合   
には、1の施設の種類ごとに掲げる額に  

1．08を乗じて得た額とする。   

1 曙生労働大臣が承給した面相（たたし、   

本文の4（／）表拡張の欄（1）の場合119平方   

米を限度とし、同欄（2）の場合31．8平方米   

を限度とする。）に付表2に掲げる1平方   

米当たり基準単価（実1平方米当たり単価   

が、1平方米当たり基準単価に満たないと   

きは実1平方米当たり単価とする。）を乗   

じて得た額。   

2 既存の小型児童館又は児童センター（大   

型児童センターを除く。）で年長児童用設   

備を施設と一体的に整備する場合、次の額   

を加算する。   

1施設当たり  1L 633干円  

車両の購入費及び改装費   車両の購入費及び改装費   

拡張に必要な工事費又は  

工事請負費及び工事事務費   
拡張に必要な工事費又は  

工事請負費及び工事事務費   

大規模修繕に必要な工事  

費又は工事請負費及び工事   

事務費  

1 厚生労働大臣が必要と認める額とする。   

ただし、第5欄に定める対象経費の実支   
出額（以下「実支出額」という。）がこれ   

に満たないときは、実支出額とする。   

2 既存の小型児童館又は児童センター（大   
型児童センターを除く。）で年長児主用設   

備を施設と一体的に整備する場合、次の額  

大規模修繕に必要な工事  
費又は工事請負費及び工事  
事務費  

1厚生労働大臣が必要と認める額とする。   
ただし、第5柵に定める対象経費の実支   
出額（以下「実支出額」という。）がこれ   

に満たないときは、実支出額とする。   

2 既存の小型児童館又は児童センター（大   
型児童センターを除く。）で年長児重用設   

備を施設と一体的に整備する場合、次の額   
を加算する。   
1施設当たり  4，633千円  

を加算する。  

1施設当たり  4，551千円  

＿lll  
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改  正  後   現  行   

付表1（略）  付表1  

都道ノ符県ノし口規模（こよるネ甫助基準面積  

都道府県の人口規模 補助基準面積の上限  

100万人未満  3，000平方米  

100万人以上300万人未満  4．000平方米  

1 

付表2  付表2   
1平方米当た り 基準単イ面   1平二方米当7‘ここ り 基準単イ面   

単  価   備  考  単  価  備  考   

129・700円  127・400円  
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現  行  正  後  改  

別紙1   

別紙（2）  

別紙1   

別紙（2）  
事   業   計  画   事  業  計  画   

1 対象施設の概要  1 対象施設の概要  

省略   

2 施設整備費に係る事業計画  

省略   

2 施設整備費に係る事業計画  

（1）～（3）省略  （1）～（3）省略  

（4）施工計画   

ア 直営・請負の別   

イ 契約年月日   

り 着工年月日   

工 完成年月日   

オ 事業開始年月日  

（4）施工計画   

ア 直営・請負の別   

イ 内示年月日   

ウ 契約年月日   

工 着工年月日   

オ 完成年月日   

力 事業開始年月日  

（5）～（6）省略  （5）～（6）省略  

ヽ    ＿＿．－1．．．  ＿■」＿ご＿二ニデ   ． －J こ甑  －．叫一こ．，▲ノ通 



現  行  改  正  後  

別紙2   

別紙（2）   

1 対象施設の概要  

別紙2   

別紙（2）   

1 対象施設の概要  

事  業  計  画   事  業  計  画   

省略   

2 施設整備費に係る事業計画  

省略   

2 施設整備費に係る事業計画  

（1）～（4） 省略  （1）～（4） 省略  

（5）施工計画   
ア 直営・請負の別   

イ 契約年月日   
ウ 着工年月日   
工 完成年月日   
オ 事業開始年月日  

（5）施工計画  
直営・請負の別  

内示年月日  
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
 
 

契約年月日  
着工年月日  
完成年月日  
事業開始年月日  

（5）～（7） 省略   （5）～（7） 省略  



現  行  改  正  後  

別紙4   

別紙（2）  

別紙4   

別紙（2）  

事   業  計  画   事   業   計   画   

1 対象施設の概要  1 対象施設の概要  

省略   

2 施設整備費に係る事業計画  

省略   

2 施設整備費に係る事業計画  

（1）～（3）省略  （1）～（3）省略  

（4）施  （4）施工計画   
ア 直営・請負の別   

イ 契約年月日   
少 者工年月日   
工 完成年月日   
オ 事業開始年月日  

工計画  
直営・請負の別  

内示年月日  
ア
イ
ウ
エ
オ
カ
 
 

契約年月日  
着工年月日  
完成年月日  
事業開始年月日  

（5）～（6）省略  （5）～（6）省略  

…ニ礼＿ぷ監這二阜 ∵J．J ＋1〟l■転し．＿＿＿  、＿▲鮮  ．威し■＿｝。」 ． “、戯＿＿▲．し 「＿【▲．  d■、、－－，．  ▲．   





現  行  改  正  後  

別紙7   

別紙（2）   

1 対象施設の概要  

別紙7   

別紙（2）   

1 対象施設の概要  
事 業 実 績 報 告 書   事 業 実 績 報 告 書   

省略  

2 施設整備費に係る事業内容  

（1）～（3）省略  

（4）施工期間、   
ア 契約年月日  
イ 着工年月日  
ウ 完成年月日  
工 事業開始年月日  

省略  

2 施設整備費に係る事業内容  

（1）～（3）省略  

（4）施工期間   
ア 契約年月日   
イ 内示年月日  
ウ 着工年月日  
工 完成年月日  
オ 事業開始年月日  

（5）～（6）省略  

（添付書類）  

省略  

（5）～（6）省略  

（添付書類）  

省略  

芸」，．、～  場． コ監一▲鴫′ど山   



別紙9   

別紙（2）  

事 業 実 績 報 告 書  

1 対象施設の概要  

省略  

2 施設整備費に係る事業内容  

（1）～（2）省略 

（3）施工期間  
ア 契約年月日  
イ 内示年月日   
ウ 着工年月日  
工 完成年月日  
オ 事業開始年月日  

（添付書類）  

省略  

別紙9   

別紙（2）  

事 業 実 績 報 告 書  

1 対象施設の概要  

省略  

2 施設整備費に係る事業内容  

（1）～（2）省略  

（3）施工期間  
ア 契約年月日  
イ 着工年月日  
り 完成年月日  
工 事業開始年月日  

（添付書類）  

省略   





平成22年度児童環境づくり基盤整備事業費補助金実施要綱 新旧対照表（案）  

改  正  後  現  行  

別 紙  

児童環境づくり基盤整備事業実施要綱   

1 目 的   

核家族化の進行、児勧郷眉境の複推・多   

様化により、家庭欄こおける子育て機能の低下といった問題が生じていること   

から、安心して子育てができる環境：竺L旦を推進するとともに、次代を担う児童の   

健全育成を支援することを目的とする。   

2 事業の内容  

この要綱において、次の事業を児童環境づくり基盤整備事業とする。   

Iiい一 ニjご  

（ユ）児童育成事業推進等対策事業（内容については、別添ユのとおり）   

ご一再い  

（旦）民間児童会常吉動事業（内容については、別準星のとおり）  

（旦）児童福泡ヒ施設併設型民間児童館事業（内容については、別嘩旦のとおり）   

剋」塗  

（旦）地域子育て環境づくり支援事業（内容については、別添旦のとおり）  

（5）地域組織活動育成事業（内容については、別添旦のとおり）   

陰   

3 事業の実施方法等   

各事業の実施については、別添1～旦に定めるところによるものとする。  

別 紙  

児童環境づくり基盤整備事業実施要綱   

1 目 的  

少子化や核家族化の進行、未婚化・脚部ヒという結婚をめぐる変化に加え、結   

婚した夫婦の出生率（ひ低下、夫婦共働き家庭の一般化、家庭封舌との両立が困難   

な職場など、児童と家庭を取り巻く環境の変化を踏まえ、子育てしやすい環境を   

国旦とともに、次代を担う児童の健全育成を支援することを目的とする。   

2 事業の内容   

この要綱において、次の事業を児童環境づくり基盤整備事業とする。  

（1）児童環境一づくり推進機情事業（内容については、躯  

（之）児童育成事業推進等対策事業（内容については、別添呈のとおり）  

（3）鋤こついては、別添3のとおり）  

」旦L民間児童館活動事業（内容については、別終生のとおり）  

」旦L児童福祉施設併設型民間児童館事業（内容については、別埠旦のとおり）  

（6）即こついては、別添6のとおり）  

」ヱL地域子育て環境づくり支援事業（内容については、別準ヱのとおり）  

（旦）地域組織活動育成事業（内容については、別添旦のとおり）  

（9）地域子育て支援拠点事業（内容については、別添9のとおり）   

3 事業の実施方法等   

各事業の実施については、別添1～旦に定めるところによるものとする。  

削 除  別添1閻嘲   
別嘩旦 児童育成事業推進等対策事業実施要綱  

（
祐
筆
一
望
 
 
 

別堺上 児童育成事業推進等対策事業実施要綱  



現  行  改  正  後  

1 目的 ～ 2 実施主体 （略）   

3 事業内容  

次に掲げる事業であって、全国的な推進を図ろう  

1 目的 ～ 2 実施主体 （略）   

3 事業内容   

次に掲げる事業であって、全国的な推進を図ろうとする際の先駆的な取組であ  
且、かつ、その成果等を全国に向けて発信することができる取組を対象とする。   

ただし、国が月Ij途定める国庫負担（補助）制度の対象となる事業は除外する。  

（1）児童育成のための普及啓発事業  

（2）児童健全育成に資する模範的事業  

（3）児童福祉、次世代育成支援対策等の推凰こ関し、児童福祉施設・地域住民・  
社会福祉臥・民法第34条の規定により設立された法人・特定非営利活動  

法人・ボランティア等に対する普及啓発事業  

（4）児童福祉の向上に資する各種研修会・連絡会議  

（5）児童福祉の向上を図るための開発・研究事業  

（6）その他（1）～（5）に準ずる事業   

4 事業実施の手続き ～ 6 費用 （略）  

とする際のモデルとなり、かつ、  

その成果等を全国に向けて発信することができる取組を対象とする。  

ただし、国が別途定める国庫負担（補助）制度の対象となる事業は除外する。  
（1）児童育成のための普及啓発事業  

（2）児童健全育成に資する模範的・奨励的事業  

（3）児童福祉、次世代育成支援対策等の推進に関し、児童福祉施設・地域住民・  
社会福祉法人・民法第34条の規定により設立された法人・特定非営利活動  

法人・ボランティア等に対する普及啓発事業  

（4）児童福祉の向上に資する各種研修会・連絡会議  

（5）児童福祉の向上を図るための開発・研究事業  

（6）その他（1）～（5）に準ずる事業   

4 事業実施の手続き ～ 6 費用 （略）  

別添3働   
別準生 民敵機常吉動事業実施要綱   

1趣旨 ～ 2 実施主体 （略）  

3 事業内容  

（1）～（4） （略）  

（5）地域子育て支援拠点事業ひ思量館型）  

学齢期の子どもが郷間等を利用して、親と子の交流、つど  
いの場を設置するとともに、子育て中の親などの当事者等をスタッフとし  

別準星 民間児童館活動事業実施要綱   

1趣旨 ～ 2 実施主体 （略）  

3 事業内容  

（1）～（4） （略）  

（5）地域子育て支援拠点事業脚  
本事業は、（1）～（4）と同様に、民間児童館が実施する事業として  

の位置づけであるが、事業内容等については、次世代育成支度対策  

ムーJl∴．’■l   ■■ －● ∵■■・ヽ・■・■  ．－ ． ．．  





平成22年度 児童環境づくり基盤整備事業費補助金交付要綱 新旧対照表（案）  

現  行  改 正 後  

別 紙  別 紙  

児童環境づくり基盤整備事業費補助金交付要綱  児童環境づくり基盤整備事業費補助金交付要綱  

（通 則）  

1 児童環境づくり基盤整備事業費の国庫補助金については、予算の範囲内   

において交付するものとし、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する   

法律（昭和30年法律第179号）、補助金等に係る予算の執行の適正化   

に関する法律施行令（昭和30年政令第255号）及び厚生労働省所管補   

助金等交付規則（平成12年厚生省・労働省令第6号）の規定によるほか、   

この交付要綱の定めるところによる。  

（通 則）  

1 （略）  

（交付の目的）  

2 この補助金は児童手当法（昭和46年法律第73号）第29条の2に規   

定する児童育成事業として、児童環境づくり基盤整備事業を実施し、児童   

の福祉の増進に寄与することを目的とする。  

（交付の目的）  

2 （略）   

（交付の対象）  

3 この補助金は、次の事業を交付の対象とする。  

（1）児童環境づくり推進機構事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境  

づくり基盤整備事業の実施について」の別添1「児童環境づくり推進機  

構事業実施要綱lにより、都道府県が行う事業及び厚生労働大臣が認め  

た法人に対して都道府県が補助する事業。  

（交付の対象）  

3 この補助金は、次の事業を交付の対象とする。  

（削除）  

（
摘
草
N
O
）
 
 
 

一、l  



（⊥）児童育成事業推進等対策事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添⊥「児童育成事業推進等対   

策事業実施要綱」により、都道府県、指定都市、中核市及び市町村が行   

う事業。  

（削除）  

（＿旦）児童育成事業推進等対策事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境  

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「児童育成事業推進等対  

策事業実施要綱」により、都道府県、指定都市、中核市及び市町村が行  

う事業。  

（3）児童ふれあい交流支援事業  

平成9年6．月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通矢口「児童環境  

づくり基準整備事業の実施について」卿交流支援  

事業実施要綱」冊行う事業。  

（＿旦）民間児童館活動事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境  

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「民間児童館活動事業実  

施要綱」により、市町村が行う事業（委託に限る。）又は助成する事業  

に対して、都道月守県が補助する事業、指定都市及び中核市が行う事業（委  

託に限る。）又は助成する事業並びに社会福祉法人等が設置し、行う事  

業に対して、都道府県、指定都市及び中核市が補助する事業。  

（旦）児童福祉施設併設型民間児童館事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境  

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「児童福祉施設併設型民  

間児童館事業実施要綱」により、市町村が行う事業（委託に限る。）又  

は助成する事業に対して、都道府県が補助する事業並びに指定都市及び  

中核市が行う事業（委託に限る。）又は助成する事業。  

（6）児童ふれあい交流促進事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添6「児童ふれあい交流促進   

事業実施要綱」冊子う事業に対して都道府県が補助す各   

事業並びに圭旨定都市及び中核市が行う事業．   

（旦）民間児童館活動事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「民間児童館活動事業実   

施要綱」により、市町村が行う事業（委託に限る。）又は助成する事業   

に対して、都道府県が補助する事業、指定都市及び中核市が行う事業（委   

託に限る。）又は助成する事業並びに社会福祉法人等が設置し、行う事   

業に対して、都道府県、指定都市及び中核市が補助する事業。  

（旦）児童福祉施設併設型民間児童館事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添j＿「児童福祉施設併設型民   

間児童館事業実施要綱」により、市町村が行う事業（委託に限る。）又   

は助成する事業に対して、都道府県が補助する事業並びに指定都市及び   

中核市が行う事業（委託に限る。）又は助成する事業。  

（削除）  



（ヱ）地域子育て環境づくり支援事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添ヱ「地域子育て環境づくり  

支援事業実施要綱」により、市町村が行う事業に対して都道府県が補助  

する事業並びに指定都市及び中核市が行う事業。  

（旦）地域組織活動育成事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境  

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「地域組織活動育成事業  

実施要綱」により、市町村が助成する事業に対して都道府県が補助する  

事業並びに指定都市及び中核市が助成する事業。  

（9）地域子育て支援拠点事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境  

づくり基盤整備事業の実施について」の別添9「地域子育て支援拠点事  

業実施要周」に珊こ対して都道府県が補助する事  

業並びに指定都市及び中核市が行う事業。  

（A）地域子育て環境づくり支援事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「地域子育て環境づくり   

支援事業実施要綱」により、市町村が行う事業に対して都道府県が補助   

する事業並びに指定都市及び中核市が行う事業。  

（旦）地域組織活動育成事業  

平成9年6月5日児発第396号厚生省児童家庭局長通知「児童環境   

づくり基盤整備事業の実施について」の別添旦「地域組織活動育成事業   

実施要綱」により、市町村が助成する事業に対して都道府県が補助する   

事業並びに指定都市及び中核市が助成する事業。  

（削除）  疇  

（交付額の算定方法）  

4 この補助金の交付額は、次により算出するものとする。   

ただし、算定されたそれぞれの額に1，000円未満の端数が生じた場   

合には、これを切り捨てるものとする。  

（1）都道府県分  

別表の第1欄に定める区分ごとに次のア及びイにより算出された額、  

次のウにより算出された額の合計額  

ア 別表の第1欄の健全育成推進事業費について、第2欄に定める基準  

額と第3欄に定める対象経費の実支出額から寄付金その他の収入額  

を控除した額とを比較して少ない方の額を選定する。  

イ アにより選定された額に別表の第4欄に定める補助率を乗じて得   

（交付額の算定方法）  

4 この補助金の交付額は、次により算出するものとする。   

ただし、算定されたそれぞれの額に1，000円未満の端数が生じた場   

合には、これを切り捨てるものとする。  

（1）都道府県分  

●別表の第1欄に定める区分ごとに次のア及びイにより算出された額、  

次のウにより算出された額の合計額  

ア （略）  

イ （略）  



た額を交付額とする。   

ウ 別表の第1欄の児童環境づくり推進機構事業費及び児童育成事業  

推進等対策事業費について、第1欄酬こ第3欄に定める対象  

経費の実支出額から寄付金その他の収入額を控除した額の範囲内で、  

厚生労働大臣が必要と認めた額を交付額とする。  

（2）指定都市・中核市分  

別表の第1欄に定める区分ごとに次のアにより算出された額、次のイ   

及びウにより算出された額の合計額   

ア 別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業費について、第3欄に  

定める対象経費の実支出額から寄付金その他の収入額を控除した額  

の範囲内で、厚生労働大臣が必要と認めた額を交付額とする。   

イ 別表の第1欄の健全育成推進事業費及び市町村児童環境づくり基  

盤整備事業費について、第1欄の区分ごとに第2欄に定める基準額と  

第3欄に定める対象経費の実支出額から寄付金その他の収入額を控  

除した額とを比較して少ない方の額を選定する。   

ウ イにより選定された額に別表の第4欄に定める補助率を乗じて得  

た額を交付額とする。  

（3）市町村分（特別区を含み指定都市、中核市を除く。）  

別表の第1欄に定める区分ごとに次のアにより算出された額、次のイ   

及びウにより算出された額の合計額   

ア 別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業費について、第3欄に  

定める対象経費の実支出額から寄付金その他の収入額を控除した額  

の範囲内で、厚生労働大臣が必要と認めた額を交付額とする。   

イ 別表の第1欄の市町村児童環境づくり基盤整備事業費について、第  

2欄に定める基準額と第3欄に定める対象経費の実支出額から寄付  

金その他の収入額を控除した額とを市町村ごとに比較して少ない方  

の額を選定する。   

ウ 別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業費について、第3欄に   

定める対象経費の実支出額から寄付金その他の収入額を控除した額   

の範囲内で、厚生労働大臣が必要と認めた額を交付額とする。  

（2） （略）  

（3） （略）  



ウ イにより選定された額に3分の2を乗じて得た額と都道府県が補  

助した額とを比較して少ない方の額の合計額に2分の1を乗じて得  

た額を交付額とする。  

（4）社会福祉法人等分  

別表の第1欄の市町村児童環境づくり基盤整備事業費のうち、民間児   

童館活動事業費について、次のア及びイにより算出された額の合計額   

ア 別表の第2欄に定める基準額と第3欄に定める対象経費の実支出額  

から寄付金その他の収入額を控除した額とを社会福祉法人等ごとに  

比較して少ない方の額を選定する。   

イ アにより選定された額に3分の2を乗じて得た額と都道府県、指定  

●都市及び中核市が補助した額とを比較して少ない方の額の合計額に  

2分の1を乗じて得た額を交付額とする。  

（4） （略）  

覇 

（交付の下限）  

5 4により算定された補助金の額の合計が、都道府県及び指定都市にあっ   

ては100万円、中核市にあっては50万円、市町村（特別区を含む。）   

にあっては10万円に満たない場合には交付の決定を行わないものとす   

る。  

（交付の下限）  

5 （略）  

（交付の条件）  

6 この補助金の交付の決定には、次の条件が付されるものとする。  

（1）直接補助事業に係る場合   

ア 事業を中止し、又は廃止する場合には、厚生労働大臣の承認を受け  

なければならない。   

イ 事業により取得し、又は効用の増加した価格が単価50万円以上の  

機械及び器具については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関す  

る法律施行令第14条第1項第2号の規定により、厚生労働大臣が別   

（交付の条件）  

6   

（1）（略）  

‘－l  ニ．1  



に定める期間を経過するまでは、厚生労働大臣の承認を受けないでこ  

の補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け又  

は担保に供してはならない。   

ウ 厚生労働大臣の承認を受けて財産を処分することにより収入があっ  

た場合には、その収入の全部又は一部を国庫に納付させることがあ  

る。   

エ 事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了  

後においても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効  

率的な運用を図らなければならない。   

オ 補助金と事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした別紙様式  

1による調書を作成し、これを事業完了後5年間保管しておかなけれ  

ばならない。  

（2）間接補助事業に係る場合   

ア 都道府県又は指定都市若しくは中核市が市町村若しくは社会福祉法  

人等に対して間接補助金を交付する場合には、（1）のアからオに掲  

げる条件（ただし、社会福祉法人等については、オの条件にかえ「事  

業に係る収入及び支出を明らかにした帳簿を備え、当該収入及び支出  

について証拠書類を整理し、かつ当該帳簿及び証拠書類を事業完了後  

5年間保管しておかなければならない。」の条件を加える。）を付さな  

ければならない。この場合において（1）のア及びウ中「厚生労働大  

臣」とあるのは、「都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の市長」  

と、（1）のイ中 「厚生労働大臣の承認」とあるのは「都道府県知  

事又は指定都市若しくは中核市の市長の承認」と（1）のウ中「国庫」  

とあるのは、「都道府県又は指定都市若しくは中核市」と読み替える  

ものとする。   

イ 都道府県又は指定都市若しくは中核市は、国から概算払により間接  

補助金に係る補助金の交付を受けた場合には、当該概算払を受けた補   

（2）（略）  



助金に相当する額を遅滞なく市町村若しくは社会福祉法人等に交付   

しなければならない。  

り 間接補助事業者から財産の処分により収入の全部又は一部の納付が   

あった場合には、その納付額の全部又は一部を国庫に納付させること   

がある。  

（旦）適塾事業完了後に、消費税及び地割肖費税の申告により補助斜こ優  

冬消費税及び地方消費税瑚健  

棒式9により速やかに厚生労働大臣に報告㌧なけれげならない。  

なお、牌（又は二  

支社、一支所等）で榊肖費税及び埠別肖費税の申告を行わ  

ず、舶肖費税及び地割肖費税の申告を行っ  

ている場合は、本部の課税売上割合等の申告内科こ基づき報告を行う  

三 

凰た、厚生労働大臣に報告があった場合には、当該消費税及び地方  

消費税に係る仕入控除税額の全部又は一部を国庫に納付させること  

があるL  

翻  

（申請手続）  

7 この補助金の交付の申請は、次により行うものとする。  

（1）都道府県が行う別表の第1欄の児童環境づくり推進機構事業、児童育   

成事業推進等対策事業及び健全育成推進事業、市町村及び社会福祉法人   

等が行う別表の第1欄の市町村児童環境づくり基盤整備事業費に対し   

て、都道府県が補助する事業、指定都市及び中核市が行う別表の第1欄   

の児童育成事業推進等対策事業、健全育成推進事業及び市町村児童環境   

づくり基盤整備事業費並びに社会福祉法人等が行う別表の第1欄の市   

町村児童環境づくり基盤整備事業費に対して、指定都市及び中核市が補  

助する事業   

（申請手続）  

7 この補助金の交付の申請は、次により行うものとする。  

（1）都道府県が行う別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業及び健全   

育成推進事業、市町村及び社会福祉法人等が行う別表の第1欄の市町村   

児童環境づくり基盤整備事業費に対して、都道府県が補助する事業、指   

定都市及び中核市が行う別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業、   

健全育成推進事業及び市町村児童環境づくり基盤整備事業費並びに社   

会福祉法人等が行う別表の第1欄の市町村児童環境づくり基盤整備事   

業費に対して、指定都市及び中核市が補助する事業  

都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の市長は、別紙様式2によ  



る申請書に関係書類を添えて、毎年度5月末日までに厚生労働大臣に提  

出するものとする。  

都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の市長は、別紙様式2によ   

る申請書に関係書類を添えて、毎年度5月末日までに厚生労働大臣に提   

出するものとする。  

（2）市町村が行う別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業   

ア 市町村長は、別紙様式4による申請書に関係書類を添えて、毎年度  

5月末日までに都道府県知事を経由して厚生労働大臣に提出するも  

のとする。   

イ 都道府県知事は、アの申請書を取りまとめ、別紙様式6による進達  

書を添えて、厚生労働大臣に提出するものとする。  

（2） （略）  

（変更申請手続）  

8   （略）  

（変更申請手続）  

8 この補助金の交付決定後の事情の変更により申請の内容を変更して追加   

交付申請等を行う場合には、7に定める申請手続に従い、毎年度1月末日   

までに行うものとする。  

（交付決定までの標準的期間）  

9   （略）  

（交付決定までの標準的期間）  

9 国は、交付申請書が到達した日から起算して原則として90日以内に交   

付の決定を行うものとする。  

（補助金の概算払）  

10   （略）  

（補助金の概算払）  

10 厚生労働大臣は、必要があると認める場合においては、国の支払計画承   

認額の範囲内において概算払をすることができる。  

（実績報告）  

11この補助金の実績報告は、次により行うものとする。  

（1）都道府県が行う別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業及び健全   

育成推進事業、市町村及び社会福祉法人等が行う別表の第1欄の市町村  

（実績報告）  

11この補助金の実績報告は、次により行うものとする。  

（1）都道府県が行う別表の第1欄の児童環境づくり推進機構事業、児童育   

成事業推進等対策事業及び健全育成推進事業、市町村及び社会福祉法人   



等が行う別表の第1欄の市町村児童環境づくり基盤整備事業費に対し   

て、都道府県が補助する事業、指定都市及び中核市が行う別表の第1欄   

の児童育成事業推進等対策事業、健全育成推進事業及び市町村児童環境   

づくり基盤整備事業費並びに社会福祉法人等が行う別表の第1欄の市   

町村児童環境づくり基盤整備事業費に対して、指定都市及び中核市が補   

助する事業  

都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の市長は、事業完了後、1   

か月を経過した日又は翌年度4月10日のいずれか早い日までに別紙   

様式8による報告書に関係書類を添えて、厚生労働大臣に提出するもの   

とする。  

（2）市町村が行う別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業   

ア 市町村長は、事業完了後、1か月を経過した日又は翌年度4月10  

日のいずれか早い日までに別紙様式9による報告書を都道府県知事  

を経由して厚生労働大臣に提出するものとする。   

イ 都道府県知事は、アの報告書を取りまとめ、別紙様式10による進  

達書を添えて、厚生労働大臣に提出するものとする。  

児童環境づくり基盤整備事業費に対して、都道府県が補助する事業、指  

定都市及び中核市が行う別表の第1欄の児童育成事業推進等対策事業、  

健全育成推進事業及び市町村児童環境づくり基盤整備事業費並びに社  

会福祉法人等が行う別表の第1欄の市町村児童環境づくり基盤整備事  

業費に対して、指定都市及び中核市が補助する事業  

都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の市長は、事業完了後、1  

か月を経過した日又は翌年度4月10日のいずれか早い目までに別紙  

様式8による報告書に関係書類を添えて、厚生労働大臣に提出するもの  

とする。  

（2） （略）  毒■  

（補助金の返還）  

12 厚生労働大臣は、交付すべき補助金の額を確定した場合において、既に   

その額を超える補助金が交付されているときは、期限を定めて、その超え   

る部分について国庫に返還することを命ずる。  

（補助金の返還）  

12   （略）  

（その他）  

13 特別の事情により4、7、8及び11に定める算定方法、手続によるこ   

とができない場合には、あらかじめ厚生労働大臣の承認を受けて、その定   

めるところによるものとする。   

（その他）  

13   （略）  



1  旧岳丁零署＋さ′ぺ／h髄と二塵七盤上埜立岩空♭   
児童重要培づくり推推横様事   

都道府県当たり年循11．380．000円  

3 児竜ふれあい杏i蘇曹操事姜 児竜ふれあい交流支援屈凄   

な経費（給料、職貞手当、共   

民間児童館活動事業実施要綱の3（1）  
～（4）に掲げる事業のうち2事業以上を  

1か所当たり年額  1か所当たり年額  
とLヱ旦9＿週迎巴×か所数  主⊥ヱ！塑遡円×か所数  

（ただし、事業期間が6か月末満の小  （ただし、事業期間が6か月末満の小  
型児童館にあっては、1か所当たり  型児童館にあっては、1か所当たり  
弧＿旦（泣巴とする）   星型遡円とする）  

－
】
】
叫
－
 
 
 



改  正  後  現  行  

（2）児童センター  （2）児童センター  

民間児童館活動事業実施要綱の3（1）  民間児童館活動事業実施要綱の3（1）  

～（4）に掲げる事業のうち2事業以上を  ～（4）に掲げる事業のうち2事業以上を  

実施  実施  

1か所当たり年額  1か所当たり年額  

星⊥旦！迫⊥堅迫巴×か所数  市  
乙塵週円×か所数  

市  
町  （ただし、事業期間が6か月未満の児  町  （ただし、事業期間が6か月末満の児  

児    村  童センターにあっては、1か所当たり  児    村  童センターにあっては、1か所当たり  

童  L坐皇⊥堅迫巴とする）  
童  ム迎⊥旦！坦円とする）  

の  の  

健  健  

仝  全  

育  育  
成   児童福祉施設併設型民間児  成  

童鯖事業に必要な経費  に   童賭事業に必要な経費  
に  
必  

1か所当たり年額  
必  

1か所当たり年額  

要  む塾』迫巴×か所数  要  主虹邁⊥望迫円×か所数  

な   な   

経  （ただし、事業期間が6か月未満の児童福  経  （ただし、事業期間が6か月未満の児童  

費  祉施設併設型民間児童鮨にあっては、1か  費   福祉施設併設型民間児童館にあっては、  

業  所当たりム彗致』迎巴とする）  
業  1か所当たり乙迫壁L些坦円とする）  

費  費  

6 照蕃ふれあい交流促進事業智   児蕃ふれあい交流促進事業  
に必要な終着  

1市町村当たり年舘1．160．000円  
叫ナ．hノヒ＝鎧旨 11仁n nnn【q  

健  地域子育て環境づくり支援  健  地域子育て環境づくり支援  
事業に必要な経費   事業に必要な経費   

都道府県、指定都市、中核市1か所当た り年額 弘』迫巴  都道府県、指定都市、中核市1か所当 たり年額 弘蓮迫巴  
地  地  

域  域  

子  子  

育   地域組織活動育成事業に必  1／3  
地域組織活動育成事業に必  1／3  

要な経費  育  
て   1か所当たり年額  

要な経費  

支 援  189，000円×組織数  支 援  
189．000円×組織数  

に  
に  

必  
必  

要   要  

G 七h＋ま二乙香・r士塵鮒Tr与せ岩畳   
ヱ呑rr士t垂二伽占■r皆l▼  な   地波子育て吉援拠点事業に  

経  rl）ひろば型  経  
費   費   ア基本分  

盤  盤  

整  ／マ1つ～J‡コ刑  
整  （7）3～4日型  

備  山くナ＿h鹿鯉百つ⊂⊂仁nnnロコ〉ネヽ古丘熟   
備  1か所当たり年楯3．556．000円×か所数  

事  事  （撫能拡茶型の場合、1か所当たり  

業  
ムF媚ノ7Q7nnn［□1  

業  
費  

年循4．787．000円）  
費   

一． 一■   



－
u
u
？
 
 
 



改   正   後   現  行   

別捌式1 
別紙眠1 

平成年度児童鵬づくり基盤甜鞘兼帥榊金紬  
平成年度児童環境づくり基盤整備事業兼醐納金調暮  

■生芳●雀析■事州＃”†且1址■定  
一1訂貯■・縫書一茶▲州ホ・冊欄日付毛l   

ル生芳■醐t雷暮醐一針－一山1▼‘享′1嘉一血℡ 

■   ♯方公共虚位  
ニJ・  

▲入  一出  ●専  

▲入  一出  ●鶉  

■出千暮榊月 鮒痍王■榊● 
■出千暮鞘言 文付よ定■■日 

．p”川．七人，t≠F＋11－，【ヨ■認一．．“． ‡出粛■認．n●錮．．   
円  円 円  円  割日，…職人責■桐日＝＝法一触．。．．支出蓼■温仙．舶．   円円円円円円  

（11兜t★■事■■  

l●It■■■■■■  

（PI兄t▼■事▲■■助暮  

くPl眞tt■■■t■嘲■  

（t暮内択）  

（書暮内択）  

（t）鷺暮の●彙▼■に必事な拝t  

（り蒐1の●全■▲に仏事な絆■  

犬1▼■■嘉檜▲書鋼暮事1■   

肘M朋u川は・実り暮義暮●■▲t   

tt●■●●●t●■●●●■  

けl●■子tて▲■に●■○■t   
1量1血1■1▲  

●全▼■檜1事■■   

布巾翰兜1寸義づくり暮■暮Il事1霊  

ホ巾鞘発t■■づくり暮■暮●事暮t  

（ク）ヰ暮千tて文書に必暮な繹暮  

■全t慮檜▲事霊■  

簡h村鸞11■・火り▲■霊儀■■t  

（射1「地方公共8＃Jのr≠日」－よ．■の▲出ナ暮≠自の区分に劇広ナも静分tで6分ナること・  
（漣）1日飢炉公共丘ヰ」の「鶉邑」－ま．ヰめ▲出千∫縞目の区分に対応ナる■分fで区分ナること・  

2r事暮礪■胤蝿執事算■、■正千暮■、千■■支出■・汎用攣▲汁■事のE分モ明℡ナもこと・  
2r▼■環疇」l土、摘事■t、■正サー■J川川けは■・詫用■ム薫■響の区分研Eナもこと・  



改   正   後   現  行   

別紙様式2（略）  別紙様式2（略）  

別表1  
別表1   

平成 年度児童環境づくり基盤整備事業費国庫補助金所要額総括蓑   平成 年度児童環境づくり基盤整備車業貴国庫補助金所要額総括表   

区  分  自ヰ補肋巣本朝 要図 ヰ補 助機  編  著   区  分  国ヰ補助井本綴 憂国 庫補 助 額  肖  考   
千円  千円   千   千円  

（1）児霊の鍵全雷戚に必憂な♯■  
（1）児暮の腱全脅威に必蔓な経文   

児l＝■成事1一重零封書事稟責   児暮壇生∃くり換重▲慮重量1   

市町村児暮王I墳づくリ1盤靂｛事■責   児暮雷成事兼鞭遽1牒用‖‖‖   

小  計   鮭全量＝蓋主＝  

（2〉脚て緋必用  帥村児…づくり基盤…集t  

■ 全 雷 成 鞭 董 事 業 費  小  計  

市町村児暮環礁づくりよ藍靂■事集霊  （2）地域子書て支dに必壬な縫t  

小  針   健全雷成鞭▲事t文  

I十   市町村児暮様壌づくり基盤養繍事暮費  
（注）別表2の各表に紀tされた数値と付合すること．   

小 l† 

計 

（注）用表之の各表に記載された敷仕と付合すること．  

・
・
u
土
－
 
 
 



rご11＿11■  書東経准暮重■川音の儀全書慮に血書な経■l  旦塵溢血▲よ1  
1  書  

■1▲11   

巳   巴   巴   8   巴   
瓜  
巴   

肺l■tふh▲い傘；■曹l暮暮暮   

（3）一2 健  全書成椎進暮集暮（地♯子書て支援に必要な経暮）      封1■■■●  皿■補助■本■  暮 国■補 肋■   
1  蓋  ■ユ府■毛  支出予定■即  

▲11■庄）  
円   円   円   円   円   

置場壌子1て覆撲づくり支攫暮稟  



改  正  後   現  行   

別表2   

平成 年度児1環墳づくリー盤暮す事暮貴国1補助金所暮機内駅根   
別表2  

平成 年度児暮璃塊づくりよ盤七傭事霊■留年輔助会所王領内訳表   
2指定初市▲中丑ホ分  

2指定覇市・中條市分  

（l）児暮青成事1推進等対生暮▲責  
（1）児暮育成事■推進等対兼事霊暮  

”… …動い．……  
穐★■市皿Lも支出千丈■朝 何●モの他の■引■帥暮申1（割 （訃報比凱て少 ■  事   錮．〟． …… 

わい★の－い！〉 軌   …不も …付モ他引 ・ 事   
円 円 円 円 円 円  円 円 円 円 円 

削幹  
の儀全書膚に．久董な鮭●l   

■●t■  

血」L山上 王也王量1丘思且更王聖上雷撃h篭 1 
a 凸 

量   

皿「健全雷成推進■霊★（絶ヰ子蕾て支躊に必璽な♯t）  
1ZL二之t全書庇推進事集霊（地域手書て支躊に必事な蛙■）   

・   刷毛 ■  
〔 円 円 円  円 

基地軸．…▲．   

1む＿＿＿市町村児■欄用づくり基盤書傭事t★（児1の儀全礪成に必tな繹暮）  1組二1市町村児霊環痍づくり基盤1傭事薫t（児暮の鍵全書席に必要な経書）  

＝ 芸三三…E分支…．脚苧苧…他宗！引烹，＝｛慧‥…崇繋…手≡ ・ 
円  円  ， 

．  
Pf 円  

・  
… 円  円  ， 

，  

川鸞1■＝毛・・一・・■  加…1．  …兜‥頴…嘉・   円  円  
（之）兜暮センター  

（1川、 

か帯  ．珊獅欄   

■－Ⅲ…  
（2I文1センター  かホ  

R   円   円   円   円   円   ■■日劇■桝〉棚  円  円  円  円  円  
巳鴫兜1■芦墓■事■■  凸  

円  ■■…助■r抽内駅   

うち、小聖典t■  円   ■Ⅶ児▲■驚■事▲t  PI 

つち、鷺暮センター  円  ケちい小聖け1■  円  
▼1■t■■■■■■■t暮暮●暮t   円   うち」■暮センター  

合計  
円  

★暮t■■■●虻‖F■■tt■■■■ 

ム止市町村児暮1塊づ（り基盤ヰ情◆1暮（地域子育て支嬢に必兼な鮭暮〉  

■l   

1む＿二之市町村児圭オ娩づくり基盤整備事真土（地域手書て支橿に必要な経書）  
■●■l■1lt■■■●■■■  

＝●市」L虹正も 支出千＝ 

円  克い東の■lふ「LFJI（一レ1＋」軌  
書  

円  円  Pi 円  R   
・  

l 円 円  
－   

■t■■暮■■■●■t ト■   
止】エビ此  
」■拙   

＿j主J■■公  

■■．tl工1●■▲11   

▲■‖■■H■   

▲ヽ■l（雪上4〉一九■【1   

＿⊥仙  

巴 且 a 巴 且 且 1山血▲馳血R  

‖■  
会鮭   

ろ上l■t●■■l   

－
u
念
－
 
 
 



改  正  後   現  行   

3 市■I村分   ユ 市■r村分   

（1）－1市町村児暮寸壇づくり暮▲整■事♯責（児暮の儀全1月に必霊な軽t）   （1）一1市町村児暮1墟づくり壬暮農■事井手（児暮の七会膏成に必手な無手）  ■ t t   ●■■■義■1■■■■暮事t■■■■■■  ● ■ ■  ■ ▼ 暮 1¢  1三檜！t…●●  ■tt     tO  ▲  ●  ■     t●上●暮■■して◆暮 Lヽt■■■l■l  t●＝暮′】l■●   ●1■●■■■  ■●■■■■■  

…t ■，t＝霊■：■！●：t●●鋼■ t■●■ ご，誉で㌢てつ‘●‘－′’－●  h．＿ 
l●めt■tし▼■t  

い★■1－1▲   ‥．．、■ 

■■  ■■■■l■暮■■■t   
■■  

1■lt●■■■●■■  ｝ヽ・●●■暮■■●月●■■■  ヽ■■●■■t■■■■■■■  

■■  
ぅち、■■霊■■■●■■■■■  

■■  
l）（れ■  

ぅち．暮…■t■■■■■■   

謝義t  ■t■■■■■●■■■■  

，・－・州…  暮 ■ ■ ■ ■  〟         ■l■ ヽ▲■‖■■t■■l●■■■ ▲■  

▲  〝  
〟  ／  ■  

▲■‖■▲■■■●■t   

＝l●■t■●   ■■  
・・‖・－・■・…  事ち．●■■■Jl■●■■■▲■  

tt〉■暮tン●－   

／ 

▲■  
うち．●■1■」■■●■●■●l■   

Dロー▲  t■■■▲■●●■■■t  

T ■ ● ■ ■  m   ▲J■  

，ち・・・仙・川・  

■  【  －■■－■－●●｛■  
■■■■■■●●■■  

∩▲Ht▲■■■●暮1  t■t暮t暮■■■■   

ll  いL●■ttt   

ラ～▲1■tンナー  
｝ち，■■tン事－  

○▼▲■  l⊃■▲■  t暮■■■■●■■■■■雷■●■■ ■  

l⊃■  
⊂lll  

チ；  

d■・▲  

鼓ふ1  

■ －  ヽ■－   ・・■   



改   正  後   現  行   

（1）一之市町村児暮1壌づくり墓■■儀暮霊書（絶域子書て支攫に必羊な縫暮〉  
（1ト2市町村児暮1♯づくり墓▲書■●稟霊（纏■手書て支轟に必羊な鐘t）  

モニー ……ー 
一l・ 

l｝0■  

▲ム■「  

。・D 

【】ロ■   
■■エ1エエ■■▲11  

▲重量  

l十  

書▲■⊂l  

＿1iJ■■1  

▼＿」仙  

－
山
一
川
T
 
 
 



改   正   後   現  行   

4社会福祉法人等分（略）  4社会福祉法人等分（略）  

別表3  別表3   

平成 年度児童環境づくり基盤整備事業費補助金事業計画書   平成 年度児童環境づくり基盤整備事業費補助金事業計画書   

1都道府県分   1都道府県分   

軋陰   （1）児手渡境づくり推進機檎壬姜書  

の事業妾施主仕の緩専  

法ム金星亜 設立生且且 

並立地 王鑑査皇 

設正且飽  

並進撞撞金星塾  

（刊細靂■凰（；事営協三暮一会を含めたもの）  

組亀虫盟温  

事業の妻族内容  

区分暮妻妾梅内粂 1．地域の子育て・子音ち力多蔦める豆；Tづ（り 2子育てや手篭て古揺に出するネットウーウの喪主強化 3．地域の子育て人材確保・暮成にⅦする取崩  
（注）癒着となる普粗があ九ば逮付l＿てく＃きい＜  

5■  

■ ■ ■ヽ■■－  ・ ¶■・   



改   正   現  行   

山⊥児童育成事業推進等対策事業費（略）  1呈1児童育成事業推進等対策事業費（略）  

剋陰  成推進事業曹（児章の健全育成に必要な経書）  

且 企 圭羞呈止血査 値圭  

児昔ふれあい委清音揺暮董  

止」健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）  ⊥む二呈健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経糞）（略）   

－
山
一
『
－
 
 
 



改  正  後   現  行   

2 指定都市・中核市分   2 指定都市・中核市分   

（1）児童育成事業推進等対策事業費（略）  （1）児童育成事業推進等対策事業費（略）  

削除  （2）－1健全育成推進婁圭曹（児青の健全育成に必要な終着）  

区 盆 主義真底凸査 度量  

児童ふ九点い審…充喜揺暮圭  

⊥呈1健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）  血＝呈健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）   

＿車＿1   

J｝、■   ル  

＋1rⅥ ▼ヽ■t：一三一  、′ Y  

′芸  
■■■ －  ヽ■■■■■     ・l  



改  正  後   現  行   

（3）市町村児暮Ⅰ事♯づくり1＃曇■事■暮 アーウ （l邑）   （3）市町榊児▲欄柑づくり基盤嚢■暮t費 アーウ （鴫）   

エ臆  エl月1■ぷ、h▲1．ヽ亭・書†P暮暮暮■  

量▲丘£至芸1▲■エ藍1▲ 1▲＿』L丘  

Jl皿山じLにむ且  

ノ々▼  
÷の鵬か薪  

ヱ＿▼▼J■  

土＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿1暮騨t■∧、弟  
主上 鼻★累加諸  

血・  
オ1暮ヰの嶋  
主＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿山……一   

l▼圭一l▲1■l■■■■■■き．▲暮■霊pl十エニ▲  

r・士クItお1■一丁t戸のr■」■l暮plナスニ⊥  

血．1出仕■t■■■づハ」】●」■1】■＿ノ  

■⊥ネのtl■▼ミ＋－▲■－●エ  

オー幹  オー虚子書丁古畑■l占暮暮（†l入ば蓼1 
‖有■‖寸虚1  

暮T■lイl【■l二l■〟ll■■血rrt71■■ユニ▲  

ム
会
－
 
 
 



改   正  後   現  行   

オ剋陰   オ地墟子育て音轄4■貞暮圭（センター型） 此止  

■量  

止 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿血毘  

「 

i■l  

晶■塩【：？ゝ●」 ．、伽－－  ．山・壌卜誓豊‘⊥♪V」一線 



改   正   後   現  行   

オー地域子育て壬揺組点妻妾（セン句一型・経過捨言分川 捜】蔓型指定施設））   
オ 剋途   ヽ   

一缶■T村き．）  

址■濫濫監禁＝1t…・思九九、；、川ゝl▲出 ・＝……・  

』』 
1 

■▲t企上■   

此1   ⊥■  
一止此▲」  
＿＿1▲⊥1．▲1上■▲  

＿」⊥上土▲立▲」 ＿＿＿＿＿＿．＿＿ム   

U  

重虚礼里庄【、－／タ＿q▲丁はけリーース■r増一・は持1′I．■■■一セーーー■丁▲■Jr爪■－  
土畑■址「‾面盃㌻‾、十、ノケ【t▲。比芹ソ  

1生  

鮭 ＿＿＿＿＿．止虚  

†洋11「iせ．重蕗．出払のql■l仕いで九かと∩多つ什員重露壷トは墟鰍の壇会」ニはrl由に墨＃慎重トは墟肋傷多び入ナふ  

「 
3Ⅶ檜正員R′lく平成tA鐘ユ月1一目u■l下uトム＝メ“雷硬す点こ♪r縫▲】▲柵▲W由の鮪細Iu給は繰れふ九ない1▲  

7「鎌▲量の什押l∬は∬『・ノ手ノTユ小′つ｛†いょl全l二仕ポ弓、ノ手ノ▼ユ々・りつのち負虔せ｛伯▲いぇム、▲隷書五畑中plナふr′  

ArO繍の▲暮董臨書含l∬は撞当ナス一日in‾爛一：丁♪壷トーネの仙lに誌当ナふ壇全l＝ついでは1仕鵬な封広ヒつい丁鮫入ナよ「♪   

－
】
竺
－
 
 
 



改  正  後   現  行   

オ 削除   オ：馳増子育て寺接触貞妻妾（促音☆型）  ェ比丘£上  

nr＝「墓】事・】i廿lの甘l■【けい・rh九lに（「峯・つ什 rll力rl■t手鑑≠」」l士l▲掛一書多田lナエ  

ク ーl■暮t世のまl▲r重t■壇薦11】■l士 卜属仇1腋■●靂lのよ姓右 下幹rl由lT】■ti帽書鐘マは噌1■■㌧々＿のま】iさplナス「ケ  

▲「十R！■絶′＋．Rll一山は＋．F＝ヒ。とけ為l■馳l■Rlr√1さつH卜lヨ川■l司■さpl・r員r⊥  

5「■鎗8il■l戚l■l■11」■は∴Il馴ヒ上目馴縫lヨは旨 7日莞イ1由仁瞳lヨl■さ血・rplナふ＝♪▲  

6一也り■j■の丑汐l■lは 舶う㌧′与ノ▼ユ h・′つ轟†い員一合ビは 〟巧、′亭ノ▼1々りつのろも生年州毎▲い急か▲一事王l■乎plナスr⊥▲   

▲一－－・′一′軋隠‥；■ニー・「▲ ・・J・一押隠 
＿．  

lぢ■こ ▲   



改  正  後   現  行   

3 市町村分   3 市町村分   
（1）アーウ （略）   （1）アーウ （略）   

エ剋鹿  
エl貝音ふ九あい委；禿1歴准壬圭曹  

澄＝王座讐王妃1． 山」丘 
」山山口ユ  

脚tl■           ｛ヽ芦Ii  

l■1■禰  

■■◆▼ン勺－＿      鼻＼耗  

∧ヽ茄  

÷のl■           ｛ヽ蔦  

l丹tl■           ｛ヽ芹i  

ま虻  廿t＃       h蕪  
l■■・bl′勺・、  h蕪  

ォ   1暮÷の血  ｛＼霜  

‖tll▲暮■－    ■t■ナム▲■■書Plナき．ニ⊥  

（≡｝ク1：■＃▲量l■ 1：世のr■■」■Lさpl十ま∴ノ  

「 

オ剋陰  此止  

く注）1r■讐・曇粍■叫助の別」■はいナれかにOfつける．事拝または■軌の■今には」】内に重民先または■助先t記入ナる．  

2 rひもはの名称（夫人叫柄）」1ぴ「出磯ひろばの毛■（真人■断＝■は、上段にひろばの毛鴨書、下段（）内に■店衝の空曹店1．攣峻の倉籍ttなど鼻什的に七人すること．  

3「18敵8■（■白）」llは．上段に■あたりの剛p8■妻．下層（〉に岬甘t白紬ー世人すもこと．  

4「土8紺t土・fり」■は．土・8における即■日に0宣つけ．剛毅厨■書記入ナもこと．  

5「絆b■鵬（畔Ⅶ■）」■l仕．上段に肌馳削仰L下殴（〉内lこ鴫M■秘ナE入ナること．  

8「ず暮■の状況」■は ボランティアスタッフがいる■倉に1t、ボランティTlクッフのうち讐生が常人いるか人■そ幕穐で世人ナること．  

7 ■t暮責璧の■8、「■書暮乗lこかかも事暮の内書」■に鱒1ナもー事内■書紀入すること．   

1
U
∽
】
－
 
 
 



改  正  後   現  行   

オ 剋陰   オ・地虚子育て青播拠点暮圭（センター型】 

←t  

曳■■血量  

1象  

且  

（王事11rt■曽．墓】事．】■■tのl■ll■はい一九▲ヽヒ∩さ・つけ息＿書繭：圭ナ＿は一触のl■合ヒはrllbl＝■】＃著書ナーl士l▲出】燦右■コ1一息  

クトb㌧句＿！せのま■（】■til■‘蓼11■lはト酔l－■r、ノ々＿t！dlよl■£下l昏Jll象‖二l■暮露力・1′の！it■許多pl■・ムr♪  

1rdt■R●‖l■Rll」■はト宙ヒ】■。■ナー＝のl■lORl■右下貯′llTlblO■Rさ血寸■plナスr⊥▲  

I 

：ヨ錮  

，・w．」打1   



改  正  後   現  行   

オ 剋鹿   オ・地」連子育て寺津1れ貞暮圭（センター型・i革過捨青分（／ト趨】蔓型梅吉］腋語））  （納棺名】  

r簿）1，「l一堂・番】托・繍肋の別Il慮はいず九かに∩右つける■呑】托ま存は繍助の壇含には．「1内に重量羊鋳壬トはji助簾多t2入する∧  

2イ轄定】鮪給の名称一筆］脇士■所）l欄は∵上段に指定施貯の名輸を＿下紺（）【大‖こ保育所などの辛旛：■所を】臣入すること＿  

3．開設年月日が坪虻18生3月31日以ポIであることを確≡盈すること一鉢i■措†■舶W由の】紡細M紛l士認めら九ない）＿  

4．「Ⅶ語日数（好日）l血は▲上銭‖＝■息たりのW】貯日勤を．下段〔）に蘭給膠白を必ず記入すること人  

5．「土日M縁（土・臼）t墟は．土・甘における蘭】貯t寧日に（つ右つけ．M給柘1放多‡己入すること．  

6．「Ⅶ枠線Wr【捧W艶）t】慮は＿上段に蘭給藤柑l多．下段〔）内に睦W数多必ず記入●計るこ′▲  

7．「詳i者の壮況Il曲は．ポうンティ7スタッフがいる】i含には∴ポうンティアス勺・ソフのうち三学年が何人いるか人数妄夏場で記入すること∧  

8．「今維の塞暮筆触予定】欄は．舷虫する巧自を∩で開かこと＿壬ト「子の仙lにま釜当する≠舎については．旦性的な対応について記入すること．   

－
U
∽
∽
－
 
 
 



改  正  後   現  行   

オ血鹿  オ・地域手書丁書播1■貞壬婁（l良青館型）  1岨  

量ムムー▲…・由一…・▲け…・・－u・・・一・……－   

ク「1■1■■世のよ駄r暮】血l■■ilIj■は 目許lこ岬暮せ塑のよ数多下慮rl肉l＝■‖血l■書セマはl■書・レ㌧々－のま数多静入ナふr′＿  

3「l■館Rl■rl■白11∬l士ト敵l二；■魚ナーしlのl切！■Rl■多 下貞IrlにlⅥt■t■R象仇■－1隣人十島ご′＿  

4社会福祉法人等分（特）  4社会福祉法人等分L（略）  

∴・－・「  ー ＿ 」l■‾‾‾‾▲▲一 ■仁一■・」■√  
．よコ仁王也一－＿   ．．．dLLノヽん．た▲．，  





改   正   後   現  行   

別表1   
別表1  

平成 年度児童環境づくり基盤整備事業費国庫補助金精算後総括表   平成年度児童環凛づくり基盤整備事業費国庫補助金拝算額総括表  

区  分   区 分 雷‖納札①交付決定噸②受入楓③〒題号箭足芸 ■考  憂国＝…①交付決定嘲② 受入楓③ 〒忍モ箭定吉   臓 考   
千円 千円 千円 千円  千円  千円  千円  千円   

（1）児暮の健全一成に必要な経書   
（1）児暮の健全書慮l＝必霊な縫暮  

児暮書成事業≠董零対策事暮費   児量皿生ゴ‖川‖‖‖‖‖‖  

市町村児暮環墳づくりよ義暮■事1責   
児■‖■虞事▲檜▲讐対1事嘉暮  

小  鮒   1ま1丘▲蓋蔓11  

ほ）絨子書て支擾に必雷な縫責   
市町村児竃疇欄づくり基盤義●事1責  

嘗 全 書 成 ★ 進 事 1 貴   
小 針 

市町村児暮Ⅰ暮♯づくり墓鎗聾■■纂責   （2）絶叫手書て支凱こ必憂な縫責  

小  計   儀全書慮♯蔓事稟t  

合  計   市町＃児暮躁壌づくり基盤暮書事稟貴  

（注）剛褒2の各表に紀暮された数住と付合すること・   小  計  

食  什  

（注）発表2の各蓑に紀tされた触暮と付合すること・  

■■＿l－■こ   一二仝  I●   ＿ ＿一山 ，．■d止 ム ′・脇ご芸ユニ′qナ  



皿▲鐘助▲よ鐘  
蓋 里 且 姐  

～  

去  
a   巴   巴   8   巴   B  



改  正  後   現  行   

別よ之   別表2   

平成 年度児暮1墳づくりi■書傷事霊t四∬1助免れ算■内駅さ   平成 年よ児書】■壌づくり墓暮書■事象t鴎1補助金＃暮■内訳畿   

2 指定■市・中機市分   2 権定■市ヰ鶴市分   

（り 児1t戚■■ヰ遭■対■■霊責   （り 児暮育成暮義経i零封t事tt   

■▲■■  ■●■■りl■■■■●l■ ●■   ■■■■■ヰ●■■ ●■ ■■   
■雷Il市⊥土JしL毛 幕1日■研…モ 暮 引 ■嘉●■⑪－（糟比■して少  愈   書  ■霊■市名   モ…の暮 引 ■暮事■ゆ榊此吼で少  ■  

R  円  円  R  円  円   円  円  円  円  R  
慮1  

R   

削除  11■■Hl■● t全書慮ヒ．仇1な縫●l  
t■■■■▲■1■▲1■■  

1＿1＿1丘ユ ▲王出暮雷鼠！五里上慧！－【烹、．r慧重■盛机、…■、．ふ＝′＝瓜I  
巴 巴 8 巴 a 丘  

貪  

止」t全膏康雄濃暮▲t（桃子曹て支嬢にあ霊な鮭暮）   エZl＝ヱ■全書成推1事▲暮（地義子事て支嬢に必暮な縫t）   

崇慕≡畏！雷‥…－・  
ー彙．＝小食。」正毛 ‥… 

・  ・  
…市名   村鐘書一 ・   

、】 血い兼の■l－笥r（笥×l′】l  
円  R  円  円  円  日   R  Pl  円  円  円  円   

暮l■■才一T■l■づ（l」事I■工量   ▲▲ －      ＝    l・   

エ山」市町村兜暮1墳づくり養生暮傷事1薫（児暮のt全雷成に必■な♯暮）   皿＝ユ市町村児暮1娩づくり蓋攣曇鑓事象暮（児暮の■全書廣lこ必f触腋■   

●★■■  ■■■■  ■●■■■★■■■■●t●   ■■▲■  
史▲皿も  E 分  嘉支出■：付！モ：t霊チ爪 

■■■●暮＋●▼■●■■■  書  
＿，＿ 

書  
、1 

R  円  円  
伽りユ，瓜 

か万  円  円  内  円  
★■t暮■■●■■●  員■鸞■■滝■●暮★  うち．事■轟儀■■6′集礪かホ  か轟  うも★●●t■■■t■▲■■■  

11▲lt■■■●■11■▲■  
■…川先  暮■■…■■事  ／  ぅち・・脚…   、．．．．t▲■．‖l  

l■t⊥●L■．い○！■l■ミ■■‖■●   

R  円  R  円  円  R  ∫■■書■■喝の内F   円  円  R  R  円  円  事■■1■■㊥の内■   

量■兜t■罵■●轟■  巴   丘■策暮■雇■■義■  8   
うち．小史鸞■暮  R   うちノト璧鸞義t  R   

うち，文tセンター  円   うち、鸞1・■ンクー  円   
tt■l■■■■t■■▼t暮●●■  ∩   ▼1■■．■■●■t■■★■■●1t  ■l  

合計  禽I†  

上止市町村児暮環壌づくり墓■義傷事薫暮（地媚子★て支攫にめ霊なせ暮）  エ呈1＿二之市町村児暮攫娩づくり暮■養傷事事t（地ヰ手書て文雄にめ蔓な鮭t）   

…‥曳山も．1…祀 ■●■■■嘉■■●■■■＝■  ■  書   
付讐■甜爪＿霊、＿■■‥  

・  
，： 

円   R   R   円   円   R  
′愈…一 府  

円 R 円 PI 
●■‖■■1■T■■1t  ▲■   

亀1王1工王慮▲▲1▲   

a I a 凸 1鳳■▲山地蜘   

一Jヽ＿＿  ．．，Jト■i＿  

■－■■ 一  ヽ－     ・■   

′■・－ヽ  

＝   」■■h▲ －叫   ′ ・r  



改  正  後   現  行   

3 市町村分   3 市■r村分   

（1）－1市町村児暮環墳づくり暮t藍■事♯書（児童の七全育成に必羊な軽費）   
（1）－1市町村児士1墳づくり▲義塾●事業♯（児玉のt全育成に必賽な経費）  
・… t 倉 …． 

川・ …・－・，・・朋・・ ■‥‥－‘‥義‖ ・  ・  ・・■t・弁1‖‥l：－：・：・三l†爪 三、烹‥t 

州＝事事t  ・■‖・▲・1・事義・ 

00ー 00暮 

1－  

，ち－・・｛・仙肌■   

▲・・・  
山一一皿山  

1・仙…・ t・‖・1・酬  

qロー 1ー－  
，～・・・仙…   

■■－■  

t▲▲▲▲■h山  
山．．．．．…  

■  暮■■■■■●膚傭■  ■■■■■■●○■■  

■■■■1■■■事■■  1■■1■‖■■事■■  

うヽ11tン■一  ｝ち＿t▲tンナー   

0●A■  
■■■ut■ttl■tl■■■■  

ロIl   



改   正   後   現  行   

8【I▼  

▲▲■  

【】【】■  
1王1エ11▲▲▲■  

が   

■  

■」   二  也 ム二」 一■■   



改   正   後   現  行   

4社会福祉法人等分（略）  4社会福祉法人等分（略）  

別表3  別表3   

平成 年度児童環境づくり基盤整備事業費補助金にかかる事業実施状況  平成 年度児童環境づくり基盤整備事業費補助金にかかる事業実施状況   

1都道府県分   1都道府県分   

（1）剋膣   （1）！足音環境づくり推進機穐事姜替  

の幸美婁施主仕の概要  

法ム金星社 盈五重且且 

虎立地 豊玉五重皇 

盈五且飽  

並進農農盟五並  

仔〉翁拍■図（；王営協喜一金を含めたもの〕  

姐鐘辺盤退  

（うち営勤名）  

（洋1怠老となる曹魁があ九ば蓋付Lてくだきい．   

⊥
示
T
 
 
 



改   正   後   現  行   

⊥止児童育成事業推進等対策事業費 （略）  
1む児童育成事業推進等対策事業費 （略）  

剋陰  （3）－1健全育成推進喜美曹（児音の健全育成に必要な経費）  

且 盆 主星真底血査 膿皇  

l書ふ九あい交流支援  

上之」健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）  血＝皇健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）  

■  
■■ 

翠室  一▲一 丁r ＋   L 「－1－ニー ー一、＿－▼   J◆」」l」＿ 一口  



改   正   後   現  行   

2指定都市・中核市分  2指定都市t中核市分  

（1）児童育成事業推進等対策事業費（略）  （1）児童育成事業推進等対策事業費（略）  

盟1盤  （2）－1健全育成推進喜姜曹（旧青の健全育成に必専な終着）  

区  盆   主 星 真 底 血 査   盛 皇  

児童ふ九あい委託書揺暮圭  

上皇と健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）  2 －2                               健全育成推進事業費（地域子育て支援に必要な経費）（略）   

ム
冨
－
 
 
 



改  正  後   現  行   

（3）市町村児暮壌♯づくりよ撫養●事業費 アーウ （ヰ）   （3）市町村児暮環壌づくり基盤靂■事業費 アーウ （鴫）   

エ址  工静1■ふh▲い一¢；さ」宇；■暮1■j■  

暮▲丘1三吉111▲七11■」■」u  
JuuU虻ヱ1；コリ工上   

▲ヽ斉i  

l■l■l■  

l■l■■▼－ノ々＿▲ヽi；   

u  

1．＿＿＿＿＿＿＿＿＿量▲Wt－｛＃  
ま蝕 ま」＿＿＿＿＿＿＿＿1▲■■l■山■   

主．＿＿＿＿＿＿＿＿」は■■■、ノ句－h賄   
ナ▲量上巳広▲一月  

lI士111t■l■■■■■■．1▲■▲Pl■‾1ニ■  

ー‡士ク1遭】p】■■■1：t戸爪「■■lさpl■■ふニ′  
一■■■tのii．b▲一l■▲Ll．⊥◆l▲Lい○聖書▲■．＿■7  

▲★】■▲■l■■l■・1√山l■i■暮t－ノ  

「 

オ膿  ′・＝l  

ウrrLメJ▼¶のムー■‖■－一■lll■l■ト■工一重■ふT■｝llヽ 】・■l庄■のカil靂l■土けの▲お；l■士／．・γ1上ヒ〟l／′▲t－■ん■1ナス－⊥  

真l■t＞■－J■Flll■l士トd・lこ■▲トnのl■粥・R■hレ下廿IllTl■山・■虞ん〝．・rt】1十人ーレ  

l謙1■の一方■l■llポ弓ンティアス■，′71；い入1▲l■11」ポウノ苧ノ丁 

Tl■l■l亡 ●量■Jlt■▲rl■■】亡書l＝轟＼血よ】■量の由tl】■lニー▲ナエ▲量虎l▲tこtplナき．二⊥  

ス○・，′ワのへhl量▲il■▲い′Jh」．■L暮d■j■1■■1十人－♪   

踵ヤ」嵐肇卸せ・磯一一L」「＝ 製法料．．．＿＿ヂご誓た－」Ⅶ＿＿   



改  正  後   現  行   

オ 風塵   点妻妾（センター型）  立地呈  

－
】
の
叫
－
 
 
 



改   正   後   現  行   

オ 剋陰   圭圭（センター型一線過培言分（ノ卜線種型】宅定】蔽語））  

（市Ih■村名）  

（ブキ）1．「膚せ・壷tf・1■打Iの貴Illi■Iiいで九かに∩古一つける．缶1tまたlまI■肋の】■合には「1内に壬t子牛重た▲1■■助離を貯入十る＿  

2．「1龍lき鴬野のゑ触一重▲1▲7右Il】■は 目許lこIi】F姓t讐の負数膚下段（1内に保書所かγの圭一1■高畑入ナるこ♪＿  

3．朋I争生月Bが平癒IR鑑コ月31日山■hでふス丁シか縫nナス丁♪riiミ■‡蓼■1仇W中の】断増加枠Iit毘めら九 ないl＿  

d．「膿t争目数 （■日】ll■は 一線に■ふたりの爛t一色敷か 下鎗（）に爛I才■8身■仇‾r貯入ナろエ♪＿  

5，「＋臼Mt才一＋・巳III■比＋・目に主；けろ山t曹■8【こ∩ふ一つけW貯同数か取入すろニ♪ 

6．‖Ⅶt℡月さⅦrl藷肘掛111■l士 一段に∬甘鰭〃l身下線（l内に瞼W静か㌦．で1『入サムニー．  

7．「譜暮蒼の鮒沖l■は廣ランチノアスタッフがいろ姐合にIiボランチノアスク・ソフのうt，隻牛が何人いろか人数を五娩で一貫入十ム丁♪ 

－儀一、・・－－－  ＿一ビ1L一て一」一．→  
．   

‾汁●■■－■   



（㈱）  

7ポ弓ン手ノrス○′7   

「               1  」【」   人  
止血址l  む丘   

－
】
冨
－
 
 
 



改  正   後   現  行   

3 市町村分   3 市町村分   
（1）ア～ウ （略）   （1）アーウ （略）   

エ 剋盆   
エ児音ふ、九あい審読促進i重曹  

鮎 1量土生1▲▲エ艦11 ▲」L■■＿丘   

仙   
ⅦH■●■▲ヽ■  
l■t■さ；   

■■・わヽノーt＿▲ヽぷ  

．■■l■｛■   

ヱ＿＿＿．＿．．壬1  

1＿＿＿＿＿＿＿．」u●t■｛■  
食止  ユ▲＿＿■▲■一票h■   

u■■山々一 
オ1暮書の■h鮪  

山幕  

空也ナエ▲暮艶さ1Plナふご∫  

下pのr■il婁】pl寸■員ご′  
鑑」川H■のi負止ん丑It■い・ふ九．hLヽ‥¢さ暮量・・→▼  

lb．：■1させl■t■貞■・づ（り▲■▲暮＿●イ  

●ケネの1■】■・h蔓十＿」■義．．．→：r  

r注ユl壬kl■露■l・；■択1暮■l二†▼l右plトトt■っ■はJ■1★丁】■t点吐露さpl曽■スr⊥   

「  

ごj．．．．．‥＿．．   ∫1ニ▲＿こ＿－－ヒヒ ■．・・・  f‾÷ユニ皇・Jゝ・一＿・・．・・  ＿ ＿ －－ 一ヒ 一一正．ハれ－∴ ・一－－・一＝＿ 上土・よ－・．・叫・－‥・‥‥ ‘・一  ・J・■・   ＿＿ ＿   



改  正  後   現  行  

盲■せ・垂れ‥繍肋の和l  地温迩  
蝕し  

「委托集またば★助熊1    1真址⊥   且放生且月＿  生乳王墓 且監  且鰹月＿塾 こ  土且且E  且地盟 馳  覧主   
u  

生」L＿且  且  遭＿－＿旦  地温  

■  

塵ニ 虚    lへらl蜘●一人ろ心H・■・甘十ムl■▲l               人  

仔の者以外の】十沖  
⊥ ポ‾ンチノアスタりフ  

］  」＿」   L」  rろh生島の暮l 人  
止登正己は  重＿且＿旦  且  遭－＿」1  £豊丘地  

l■■ 十  
」堅二＿塵  

⊥』＿＿巴比丘  ′さランチノアスタッフ人  
rl  」＿＿＿＿＿」  ］   ］   人  
血盟立皇は  

■【生々kの」■I  

蚤＿旦＿」1  上  温＿＿＿旦  「）■件の薯の胱沖  

I瞳■ 人  
出  

＆＿月」池旺  ボランチノアスク・ソフ人  
「1  」一  」  」＿＿」   」＿＿」   トヽト生1k♂l暮l  

鰻墟の手書て力をよめる取細の壬】iゴ賀清け、エについT 壬≠lた添細【一ついて仝TIP入l  

皇＿一＿」艶  む丞  
む盈敷設  

，主  莞  



改  正  後   現  行   

オ 軋陰   オ 地域子育て董援拠点妻妾（センター型）  玉江拉盈  

■ ■       ，  人  

（「暮件の薯以外の光脱  

ボランチノアスク、ソフ  人  

（拝）1．「宿せ・香妊・補助の別」≠はいず九かに∩みつけろ＿壷幣壬たは補助の揚合点は＿「1内に蕃群集または繊助喚か前人すろ 

2．「広場のゑ幾日 豪魅嬢所）l欄は．ト軌こ広嵐の点数を下月イ）内に商店街の空車店舗一筆挿の金鉱教書なγ且性的に記入すること 

3．一隅貯日数一皮E）lⅦは、ト劇こ凋あたりの甜許甘数を＿下段（lに謝辞痛甘を・久ず常人す名こ上  

4．「十日蘭狩什・811欄眠L＋・日におけろ聞静慮臼に∩をつけ」馴馴司教か貯入すろこと一  

5＿「Ⅶ！曹陪研一賠間数）l欄はト段に蘭静陸蘭を＿下段（）内に時間数か必ず記入すろこと＿  

6．「群書者の謄沖】欄は．ボランティアスタッフがいろ塊合には．ボランティアスタッフのうち学年が何人いるか人数を再掲で記入すろこ♪一  

二  

－一一∴ －－・1∵一－－  7■fT i  こ▲ノーF～  【 －一 ＝亡ノー ■－ご一L＝し▲ニーー「＝－r   



改  後   現  行   

オ 剋鹿  オー地域子育て婁揺拠点妻妾（センター守一・経過1若者分（小規模型拇宕施設））  
重力二組  

■ ■           人  

∩暮1事の肴以タtの競油．  

ボランティアスタリブ  人  

け睾）1．「甘営・呑縦・繍助の別l棚はいずれかに∩右つける．壷鮮または繍助の場合には．rl内に丞群臨まヤは補助傷を前人すろ■  

の名練 2．「格吉城雷皆（圭抽塩帝11欄は▲ト尉こ轄定施貯の曳練を下段ー）内に保育所なγの重施場所を記入す ろ二♪▲  

3．聞陀年月日が平成18年3月31日以前であろこ♪を確l果すろこケ（紘一品格甘期間中の薪絹聞書削ま放めら九ないL  

4．「棚青P日数（慮日）lⅦはト一昔に欄あたりの朋好日放射▲下段（）に聞貯慮臼を・〝、ず前人す ろ二♪▲  

5．「＋日間給（十・日）l欄は、十・臼におけろ棚貯慮Bに∩多・つけ．闇給回数右折入寸‾ろこ♪＿  

6．用椚引詩W‖酎計数）l欄は＿ 卜一語に朋狩繕閻を．下j箸rl内に晴間敷か・〆、ず記入十ろ二♪＿  

7．r従事者の光源t欄はボランティアスタッフがいる場合には＿ボランティアスタ・ソフのうち生年が何人いろか人数か萬場で軒・入すろこ♪一   

－
当
山
T
 
 
 



改  正  後   現  行   

オ削除  オ・地撼子育て壬播搬点圭圭（曝書館型） 五墜拉星  

（沐】1．「壷洋・■助の馴】■はいザ丸かに∩与・つける虚t一幸たは■助の■倉にはrl内に墨】阻先または■肋揚シーR入ナろ  

2．「（董】鳥11鴨）ll■はL月‖こ丘】■のま無か下属目）肉に轟浦臼蘇の℡幾戌▲生l曹の仝1おl鴨！■わγ▲J土的lこ取入十ろご′▲  

3．「l11昏日放rl■R】11はト舟に遭ふたりのⅣ川才81iを㌧「1聾（て‖こ朋川■自名ハグ・ザ】験入十ムこγ．  

5．「U‖PllWI－●W詭Ill■li卜l訂に膿貯Il甘か下属‖】内に IIW放か㌦√γ記入サムこ♪＿  

6．「謙一暮の一分沖－I■はボランチノアスク・・ノフがいぇ▲倉lこはボランチノアスケ・ソフの下付董卓カ拍l人いムか人コ■鼻1■憎いP¶l入1「石ごり  

4社会福祉法人等分（略）  4社会福祉法人等分（略）   

別紙様式9 （略）   別紙様式9 （略）   

別表1（略）   別表1（略）   

別表2 （略）   別表2 （略）   

別紙様式10 （略）   別紙様式10 （略）   

別表（略）  別表 （略）   

別紙様式11  

－
当
血
T
 
 
 

威
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